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黒夙丸ビル・名古屋南大津通り・犬阪阪紳ピル

禧岡天紳上･ル・仙台田町・札幌南一條
’

三蓋電模柿式會而土
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主タービン用直流登電樹

ヂーゼル直流發斌磯

ヂーゼル用制御配篭盤

電熱舵機操縦装筐

小型船舶用危動手動操舵装腫

揚貨機用直流發電機及制御器具

鑪ンプ‘送風槻，冷凍機

その他袖樋用直流發趣槻
１
１ ’

工溺川崎・豊田。吹上画松本。三重

東京。大阪・名古屋・櫛司。札幌

．富室電機製造株式會斌
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高 雄． 山丸 一・
占1－

（三井船舶） ；・

昭和23年12月20日毎“

三井造船玉野製乍所建造・
長83:74m-･

幅'2,40mwi,;
6.40rfir深苫，〃剰

總頓數/2,167T
謹

速力13.9kn

鬘
機關(ヂーゼル)1600HP

（22號10型1基）

｜

’鰯

麓醸蕊
I

江戸丸（明治物産期

昭和23.年12月

株式會祗大阪造船所建造

長270'－0'’

幅40'--0ノノ

深20'-41'’

總噸数1,957T

速力12.55kn

磯關(レシプロ)1,2"HP
･ ■ ■ 七 戸 ■ q

’I

一
謹
雪

■
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
“
■
二
１
ｂ
ｈ
ｒ
Ｒ
Ｈ
Ｆ
ｌ

鐵光丸
（日本海汽船）
昭和23年6月

川崎重工艦船工場建鐙

長85.00m

幅12.50m

深6.65m

総噸數2,084.41T

速力18.73kn

機開(レシプロ）

1,300HP

～
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司

り

Ｉ

割

割

さ つき丸

（栗材近海機船）

昭和23年2月

石川島重工株式會献建造

長164.0・

幅27.55ノ

深13.78’

総噸數519T

速j11.82kn

機開（ヂーゼル)550HP

（サクシヨン瓦斯製造）
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PrinceGeorge
(CanadianNationalRanwayLtd.)

ヴアンクーパー・アラスカ定期船

1948年7月竣工

YarrowsLtd.(Victorm)建造

350′ 總噸數5,817T

52’主機（レシブロ)7,000HP

17．5’速力18kn

（海外ニュース参照）

水

長
幅
吃

●

Cammandant-Qu藍も
(FrenchMaｪa1antNavy)

マルセーユ・コルシカ定期箸稲

1948年8月竣工－．

Johnl.Thornycroft&Co・建造

長（全長）363.0’・

幅（型）50．0

深（型）28．0′

速力18．6kn.

（其他不詳）

（海外ニュース参照）

…
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浦賀丸

（日本海汽船）

昭和24年1月20日竣工

浦賀船渠流賀造船所建造
長85.9m

幅1 3. 0m

深6.5m

總噸数2,235T

速力11.5kn

機開(タービン)1,600HP
（浦賀船渠製造）
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井口常雄

i凰幸豊潤‘当麹いて繕,鯵…応で｡“蕊奉錘鑑厩欝奮場…,禽錘鐸繍係しか糖｜
建の,なみなみならぬ塞力がほらわれつ典あるし,各自聯係のものが多かづたに反し,今同の學術會談は内閣
捻力の限りを，このために寒さなけれ（難らない。昨年所管であって,官學,私學ほ云うに及ぽず，各省關儒及，
函會で,､日永畢術含譲法が可決せられ‘本年'月20貝．＝ぴ魔く民間の科學者迄をも非常に多數網羅していること
，から3．日間,その第1恒朧織彌かれたのも,全く,′は－．大進歩といわなけれぽならぬ。なお叉．=本會議が行
この綴にそうた一つの計霊であって,その會員は，この政に直接關與まることは,科畢者とL"て避けるべきこと

｜黙屋留意して,大卿二奮發努力しなげれぽならない｡殊になっているが,憲法に反しない限り,政府は科學技術・‐
に塗術會議は,次の黙において,世界的に$謹期的なも上の事項は,總て本會議に諮問するという演行を作る了
のであっ工,國丙はむとより,世界答方演の注目の的と解となっている鮎も,特錐すべき鮎である。

r蕊難議蕊驫溌蔑鵜篭｜
れた鐸明を示すの力麺當と思われるから．これを次に掲・いるので’將來，前記の謹明におる通りの蝿唐を以て進

ゑたいと思つF亡いる。
密る｡．即ち
「われわれば,こ上に人文科學及び自無學のあらゆ‘熱同ら總會に出席して，種々感じたこともあるが，
ろ分野に亘る全國の科學者の中から翌護れた會員をも深く感じたご．とのうち，次の一つを御話したいと思う。
って組織する日本毒撫蕊義の成立を公表することが出それは含長，其他の役貫の謹筆のことである｡その方法、
扉る嘩よろこぶ｡そしてこの溌會に,われわれは,について廼々長L､討論があったが，結局'最も躍的な
これまで§わが罰の科學者がとりきたった態度について方法であり，各自が，．最初に，他からの意見に制約され
，躯く反省し,今後は,奉峰が文化函家な↓､しzF和國家ない方法として，事前の相談なしに，直ちに投票を行い｡

、弩の基礎であるという確信の下に，わが國の平和的復興過半数に達する迄は何同でも投票を繰り返すと云うこと
と人類の羅祗増進の是めに貢献せんことを誓うものでに決った。この方法は，多数の者が一人を互選する時に
‐ある。そもそも本禽議は，わ力極の科學者の丙ﾀHこ對は’何時までたっても決定しない場合がある熱で，合理

一する代表磯關として,科學の向上發逵を岡り'行政，的とは云い得ない｡然し'結果は'豫想せられた3同目｜
遥業及び國民生活に科學を反映浸透さ堂ることを目的の投票で，過半数の者力鴇られた。これは非常に興味あ．
とするものであって,學問の全面にわたりそのになうるごとで,良識のある渚の集りでは，少しほ一見不合理

，責務はまことに重大である。されば，われわれは，日と思われそうな銘があっても，それが全魑として正しい
．本國憲法の保障する思想と良心の自由，學問の自由及ことであれぼ，何の支障もなく行われることを表わすも

ぴ言論の自由を噸呆するとともに，科學者の總意の下のであって，各自が，事柄を解決しなければならぬこと
一に,人類の平和のためあまねく世界の學界と提秘して,b十分の自毘と協調の精祁があれぽ,立派に蜜行燃ろ｜

鷲麓童霞鶏総鱒鑿鴛競職離鰹皇'漁雰難霧蕊難’
決意を表明する次第である」に期待するもの・唇ある。この方法に對する説明や意見を

マﾗ.この騨明の最初の方にある．全図の添嘩者の中から選こ上で十分に述べ得なかったことは遺憾であるが，事蜜
ぼれた，即ち，その璽盤によって出た會員で組織すると・鏥己レョ感想の一端を述べた次第である。陳大教授）
いうことは,全く世尻準嘩者の會譲として，初めてのこも × X 螺

‘となのである。また，國内的に云えば,従來の騨沸f究
し
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インフレーションのさなか著しいので;-どれが窪
造引受けも容易でないことを忠はLめるものがあ
る。しかしともかくも造船業を維持する.ことば、

日本工篭振興の鰯に是非共必要なのであるから，
建造可能の範園に於て三方日本商船を造ると共
に，外國船の注文に應じて殻大能力を發揮するや

う努めなければならない。た営外國船建造に就て．
最も懸念される黙は，戦時中から低下の一途を辿、.i

つた造船技術水準であって,．もし戦時中に建造し・

たやうな拙劣な工作技術を以て外聞船を造るとずこ

れば，日本の造船技術はそ･の信川を世界に喪幾､に．

遠いないといふ､ことである。さなきだに低v,胤本、
の技術水準は戦箏によって一層低下しているか．

ら,第一次世界戦季當時の交換船を獺起して今度
の場合を廿く老へることは重大な結果を招くもの

，と思ふ｡､一面低下した日本の造綱支術を向上さぜ
る露には,外國船建造は願ったり叶ったりの纒好、、
の機會であるども恩はれるから；所謂腕試しとし・

て外國船建造に全力を集中するといふのも受営な
考へ方であるとと勿論である。此意味に於て外國

船引受けは必死の努力と健濁とを以て成就する：と、

とが茎ましvゆであるが，それだけに周到な注意，

鐵懲懸轆難鮮鴇茎曇鰯≦
向上と熱意とを併せて要望したいの種ある｡換言

すれば外國船註弼I受けといふ裏には，日本の麓1
業人の重大な決意と覺悟とがなく･てはならないと
いふととであって，租國復興の爲にこれが礎現と

成功とを望んでや蚤ない。

かやうに現在の建造能力が20寓噸内外だとす
れば,外剛健造を引受けるものとして果して日
本船を何程造り得るかといよ､ととが問題となって
求るd日本の貿易が日本の海運力に負ふところ如′
何に大であったかは,"識者の夙に知る.ところであ一
って，貿易助長の篇には海運力の急激な狸化が要、

講されるといふ鮎から，雌際外図船の僻船叉は買

船を有利とす.るの香はないかといふ議論も営然起

るに違いない。買船には相営の黄金を要するから

先君僻船を以てオペレーダーとしての海運力發揮
が機堂を得た方策ではないかと思ふ°即ち貨物の、
動く時期を見計らって約100寓總噸の貨伽腱裸
怖船し，日本の船員を以笘亡日本貿易品の海上幟透

く

、

戦後の造船

和辻・蒜樹

「

638寓噸の日本商船際は，敗戦後には僅に150

寓噸となり，しかも可動能力あるものは僅に100
寓噸に過ぎない惨艫たる韓落振りであった。貿易

・外收入の大宗であった海運業の唯一の事業要素で

ある商船の壊滅は，日本の經濟復興に進だしい影
＃ 。

、響を及ぼすものであることば言ふまでもない｡現
存商船は漸く123寓噸程度であり，しかもその三
分ぞ二は低能卒の戦時霧難船で，残りの三分ノー

が在来船であり，在來船の約二分ノーは船齢25
、

′年以上であるから，もし此室kで推移するならば

昭和30年には，日本商船隊は全滅の姿とならざ、
‐"

るを得ないのである。〃

幸いストラーイク及びジョンソン報告は何れも日
本の保郁離日噸数産400寓噸とする事が迩営であ

■.句.凸

ると言はれているので，10年後の保有量を此程度

にしやうとすれば，年間40寓噸の新造船を建造

して行くか，或はその一部を外國の古船嶬入によ
って補って行かなくてはならぬ。そこで我國の現

。－･-

朕に於て年間40寓噸の締蛍船計霊の変行が，果
して可能である詮どうかと言営に,_造船設備とし
ては一鵬80寓噸建造可能の容量が瀧之とには
なっているが,蓑林金融勢務の識件はその
半分の40萬噸の建造さへ事迩上蹴な鉦欣にあ
る｡政府,船主協會其他の造船計謹に於ても初年．
疫建造噸数は,40寓噸を遥かに下廻っているが,
恐らく事鐡｣a20寓噸の建造も至難ではないかと

・ノ

思魯。、

英國其他の造据國に於て建造中る商船は,今や
400寓噸を超過して，此上の受註困難な飽和状態
の爲，我國の鋤台業者に引合ひが來でいることは

誠に結繊であるが,償格の關係,賓材面の調整な
どの爲に商談は中掩纒らない。殊に船償の暴騰ば

、

、 － 3
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をすると共に，もし許されるならば外國間の貨物
遥全によ薑づ富と外賀の獲得を計ることが望ましいの

|〃 ≧である。と虫に老ふくきことは日本が日清戦争営
時の海運力に鱒落してしまったとい｡ﾐずことであつ

々

－ざ批槻黙から安いポ巨船で再鋲擦ぐといふこと
である。戦前のやうな安易鼓，自'職1,的な考へ方
を一蹴;拭しなくてはならないといふことであ
る｡從って世界三位の海謹國差とか,稜秀船隊だ

〆

‐とかいふ_ことを夢みているときではなv,ので,再
び裸一損『から起上るのだといふ堅い決心と心碓へ

可〃●

．を以て悪職苦闘することが必要であろう。・

新遥治の噸数及び速力に制限を受けていること
と,貨物の動きがまだ無いといふ黙から，また船今

頓力麩外に高い苫い倉理由もあり,賠償問題の未
｡池1

－解決の爲と共に船主，造船業者共に造船意慾の妖
乏から戦後著しく崎1を示したことは遥憾であっ

一

＊
／

きであって，恐・らくは'5000噸の制限も解けるも
のと患ふが．少くとも從來の近海匡域を航行し得

る離浬とすることが必要で苧｡假りに總噸政に
制限がありとすれば，遮浪甲板船の型を選び將來

トンネージオープニングを塞ぎ吃水を増加Lくた場
合の弧ガを有する型にして置けばま､ﾋずかくすれ
lafl000噸乃至1500噸大型の船禮を建造すると
とが出莱やぅ。速力に就て見ても日本の昔の宣傳

協浩翁謬力を記録する必要ば少し“いのであ
って，イギリスで斑施している流漱吃水試運穂に

定格馬力を發生して測定すれば充分の篠である。
殊更不必要な記溌を作るよりも変質と内容のある
"ことが肝要である。かやうな弓謀を取り妃げて見
ても日本の形式一顯辰りの悪癖力勢良く示されてい
るof.'

新造すべき船はシンプレストであって'職高能
率を瀞軍し得る型を目標として設計されねばなら
漣。即ちその船のエゴノミツク。エフイシェンシ
－の最大なるを望む爲に船便を最低ならし"なけ

ればならぬ。不必醇なものを装備することは此際
絶對に避けるべきであって,･凡そ邇抗能率に影響

わないものを設備すべきではない。無駄を省くと

いふ.とi二は商舟織証上今更塗った課ではないのだ
溌特にこ』暫くの期間は賛澤は禁物である。一
二の例を學げるなら{蕊2000噸の船の船長室が昔
の15000噸の客船の船長室と大差がなかったり，

色

一

缶

【｛た。しかし政府の造船計聲の輪廓が漸次判明する
に及んで，不合理な黙はあるが遡浩の引合ひが殺

〆 ソ

到して来たのは喜ばしい｡’しふし海運業造船業共
に前途衝多難であるこ･とを豫想し得るのであるか
ら，安易な考へでは急速な復興は至難である。殊
“に外國船引受けの場壷註交着の便格と日本造船

鶏の引受け慨格との比率は直ち噂取引きの＝／
‐キヱチエンジ。レートとなる鐸であるから，業者

力灘に先高見越しと，なるべく儲けようといふ老
へで高い胤細を出ずことは，画家全艘の經濟復蝿

守●

１
１
ｆ
Ｉ

〆

の黙から見て避けたいと悪ふ｡矢張り出来得る限短距離を航走する中型以下にジャイロコンパスを
り能率的に最低霞格を以て輸出するといふ藷へで装備して見たりすることは不必要である。船員室

愛蕊蕊繍懸〈簿いと闘《…,。：轍麦藤鰐愛慧鮮譽鰯
遥舳業者の問題ばかりではなく，寧ろ下請品製遥認識を深いなくてはならぬ｡がやうな黙に鯛して
業者噸任鑑ふぺき碗が多吹とは警戒を要ぱ海員自身にも考へ速いがあるやうだし,政府営

茎星態農擁ろ蝋麓宰調驚麓事謡惑鯉菫鰯麓蕊と
切心と入念さに乏しく；いL加減の製品を供給すなるのでj後れた技術を取返す意味に於ても眞劒
ることを毒常と鰐へるに至ったのではないか｡此な向上心を蒔たればならないと思墨｡猟り造船學
鮎ぱ全生産者や産業人の深く痕紺-ぺきところでに限ら歩日本の學問は欧米から學ぴ,厭米の踊縄
あらう。殊に主機關や制動機關に故障を生じた例に過ぎず,樹眺捜術やモザイックの技術である爲
が少<ないと言はれることは,一面嶮盗を嚴睡・に,普通の事をしていたのでは到底欧米Xk準には
勵行する必要のあることを物語るものであり,鍵なり得ない｡だから研究に研究を重ねて最高能率
品'②吟味を充分にするを要するとも言へる。にして肢も簡易な,/耐久力ある船を造って，これ
'次に細噺避すぺき船は出来る限り大盤にすぺ;J(が運航を計らなくてはならないのである｡今時昔

李
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の夢を見て戦前の商船と鍵らぬ無駄のある船を遥し，科學技術の眞意を認識し，科學者や技術者を
、

ることは厳に戒しめなければならぬ。資瀧鯛の遇する道を知ることが,立派な船を造り得る重大
意妹からも電氣熔接船を造るべきで,此爲には船′な要素であることを狸調蝿け屍ぱなら趣｡アメ
織職設計渚に電氣熔接を鶏ぱしめると共に,最リヵ八は為世辞かも知れないが,日本の技術巻は
新のアメリカの技術を學ぴ,ｵーﾙｳｴﾙドの船、まだ良い方だと言ふ｡それと共に生産會而"重役
を造って鋼材の使用量を減少せしめたい。アメリが駄目であって何にも知らない空言ふ。恐らくア戸
力海事委員含の發表によれ感船によって12ツカメヅヵ人の認.重役とは事務重役のと鳥とで温みらで

/から25％の鋼材節減が出來，平均少くとも15．が，産業復興の爲には味ふぺき言葉だと思営．｡凌
～16％の節約と言ふのだから誠に大きい｡叉工術者もまたこんなことで慢心しては大きな誤であ

1＝

費の低減を期する爲にも電氣熔接による接合を多り，反符すべき野iぽいくらでもある浄いつかは自
分に應用すると共に,､それに必要な造船工場の改由に船を造るべきときが来るのであるから,その‐
善も要ることにならう該生産技術を知らない日本日に術へて學問の研鍾と；技術の練麿とを忘れな
では工場の近代化が少しも控施されず,古ぃ英國・いやうに，且一ざ日も早く優良な船を建造して海運
式の技術をしたま上になっているばかりでなく§方の増弧を計ることが，今日の鋤偕技術者への課
その工作法に於ても如何にも徴が生えている感じ題であると考へる｡
を受ける。研究をしようとか改良を綴けやうとい 戦後‘曳塗船は不調であり，且關係業者の努力に､・
鼻熱営の不足はわれわれの大きな妖鮎であって，．もかXはら余順営な経過を辿ったものどは思へな
た壁ありきたりのまLを噸翼することが己れの職・い°特に船舶關係者に於ても誤った考へ方を持つ
務だと老へている人が除'に多過毒ろ“ある。ている人があるとい鷲之とを琴し繩いと静･
造船工場内の配瞳，設備も古ズさく，殊にトランーのは，海運及び造船の復興及び艦來の發展策に淵
スポーテー章ヨン“ては無祁經と言倉藝に近い。，、して熱意を傾けた研究が行はれていないからであ雪､‐
科畢することを知らない日本には立派な業績が學冨｡識傍技術に於でも,航海技臓に於ても理念．
がる道理なく，發明や創傭が生れることは疑束なの革新が出来ているとは思へないのである｡私は、

一

いのである。かやうな職に於エ業者も技術荷も再皮省と再桧誌、
そこ割釧〈の迭$I淵係者が，もつと畢問を嘩璽とが要請されると老へる一人である。（24-1一8）
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１

・季,『

舶用機關進歩の趨勢．
FWiconia瀧からCatonia號へ，

二

腿
ー

謎0

I

－

１
１

『
一.■

般趨勢である｡~gFB"GFRmwcoNIA''〃に於ては唾
施図確ら限産たる16kg/6m2(飽和)に達した
爺水管縦採用の<cPucHEssQFBEDFoRD"では
『一躍25kg/cm2､に高め温度も3600Cとなし得
た。綴いて1931年竣工の.CANADIANPAcIFIc
船扇G@EEREssoFBRITAIN''では30kg/Qnn2,
3850Cに上げたo$@QuEENMARY''では何分前
例ない81,235噸,.158,000sHPといふ大切な互艘．
であるため大事を取って28kg/cm2,3700Cに下

げたが次の:dQuEENEIzzABETH''､でば30kg.
/Cm2;4000Cにした。戦争直後に設計された同會

､m跳皆@｡CARoNIA''では42kg/cm2,427nCまで

圭鴎蕊:磯駕辮篭鍾忌
太西洋L上に現はしてゐることと思ふ。これが最耕
の記録である。弓

我が國では戦前竣工した出雲丸（川II縦魏削i建
勘にLAMoNT罐を採用し40kg/cm2,4200C

とい倉Jｿ了まで漕ぎつけたが戦争のため爾後の行き
足が停ってゐるa，

〆

3．タービン及び減速装置・

タービンの型式は最近は衝動反動の合成式が多
く’軸に高鴎中雌低畷の3機叉は高座，中
脳中座，低囮恥4機を歯車減速装置を介して
結ぶc2段減速装磁には営初故障御Iでその憤値
を危ぶまれた程であったが@@FRANcoNIA''で始
めて故障を縮減し得たといふことである。-"QuE
ENMARY''の減速親歯車は1個75'噸の垂堂が
ありその歯切には3ケ月に亙り謹夜日曜なしの連
綾作業を要した由である。安息日たる､日曜に作業
をするといふととは宗執心の弧い英國では相営間‘
題になることで殊にこれが何週間も敏いたことは
努働法規開係とは別個に相営の事件であったに連

、．

・ひない｡・

馬力分配の特殊の例として@@EMPREssorB*J'
TAni''庭於げるものを學げることが出来る｡伺’

6－

r
少

談が閏探舶の機關も戦前までは列狸に伍して相

営が窪歩發塞をなして來たが瑚時の速成のたぬこ
の瀧鯛技術は足踏といた.よりも寧ろ蓮戻りをし
た&その間に外國技術は着篝と越してゐる｡そ
の状況が経戦9と共に段だと明になって来た｡我麦
は遅れ#笈巷ながらこれ等に學んで再出發しなけれ

ばなら麺O,

一例として最近に於ける英國タービン船(定期
航路船)鯛漏護展の姿を見よ-う。

e ，．

1．罐型式及び力量･

永年鍵って來たｽ亭ﾂﾁ雛は1928年竣工の
(MADiAN･PAPIFIcW.DucHEssoEBEDFoRDr
逢契残としrご水管嘩に樺漢し爾後の“§は一般
に氷縦を採用してゐる。型式は動RROW型が多
翰祁が1931年竣工の同征船GfEMPREssoFBRI
n"N"には8基のYA…w罐のほかにi基

プ

のJoHNsoN罐を稜んでゐる。水翻權にした結
果重量は一躍坐I全減した。即ちCUNaRD船;FRAN
嘩飼副塁(1923竣工)のスーツチ融の力量は縦亜量
晩につき77kg/hの蒸蕊壁であったがd'DucHE-r

SSOF'BEDFORD"のYARROW朧ではこれが142

kg"'に上った（雛重堂中には使ﾘﾛ水準までの水
の麹:を含む)．更に設計の進歩は1雛の力量の増
犬を可能にした。その好い例は1936年に竣工し
、たCIjNARDWHITESTARM2@QuEENMARY''

(158,000sHP)には主罐として24基のYARR
~

OW縦及び補助罐として3基の両面スコッチ雛を

識んだ力噸いて1940年に竣工した同祗船"QPE
ENEIZZABETH"<同馬力）では主袖を含め12基

．’のYHRROW.雛で事足りた。これは相営の重量節
約腫なると共に煙突の数も3本から･2本に減り
燃嘩容穣縮少の結果居住設備の配備が著しく楽に
なったのである。

I

’

吋

」

竜

’ １

ｌ
‐
１
．
１
１
１
‐
‐
Ｉ
‘
１
，
．
０
‐
ｌ
ゞ
‐
１
１
１
‐
‐
‐
１
０
１
Ⅱ
１
１
‐
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
研
小
町
Ⅱ
ｈ
Ⅱ
１
Ｍ
Ｊ
Ⅱ
肌
Ｌ

、

P

イ

2.蒸気屡力及び温度。

義氣唾力及び温度の向上は蒸氣原動機發展の一
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一弧用機闘一

燃料消斐度と機調重量減少の模儀を圖示ナれぱ

下圖の通りである。；ぽ､～､旬
●一ロ

ー燃料消費度及び機関重量の変遷一

画、

船は4軸で各内側軸の馬力を舷側軸馬力の2倍

とした。これは低速力で巡航する場合のためであ
る。即ちその場合は内側軸のみで運航する。後進

タービンは内側軸機のみに拳鋪してある。

4．復水及び給水装置

復氷器細管はCGFRANcoNIA''時代にはまだ傳

統的のネーバル黄銅を使ってゐた。キユプロニッ

ケル‘を使ひ始めたのは'"DucHEss"級からでこ

の材料の採用に依り復水器を通じて海水が給水中

に混入する腿を絶無にした結果水管磯の使用を安
全にし蒸氣の高墜高淵上に寄與し得たこといふ主
でもない。

符閉給水装澄は44FRACON,A"以來多くの船に
採用されてゐる。

令
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建造営時の状況

山
寺
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一

唖
凶
の
一
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<CQuEENELIzABETH''は@cQuEnNMARX'，

に綴いて廼堂された･CuNARDWHITESTAR･iif
の巨船であるがその竣工は丁鴎戦争が始まった直

､守r

後の．1940年の2月であった。竣工後直に恥Ⅳ
:YORKに回航のとどに決った。鰯装工事は完成し

たが戦争が始ってゐるので正規の湛上試蓮熱を宿。
ふことが出來ない。然し83,000餘噸,158,0001

馬力のこの互船を何等の識璽簿も右はずに虎女航
揃に出すことは無謀である．。勿論建造所の蕊艫潭
壁に繋留状態で可能のあらゆる試験は行っだ｡然
し普通の試蓮鱒に於けるやうな機關の全力蓮韓は
望むべくもない。そこで船を繋いだ侭各推進軸を
賑がら橡を切り各ターピン,減速装置,推力軸
及び中間軸を全力に相當する回鱒数で連縦2時間
掴噂した。これで釣合及び各部の摺合ぜは出来た
と共に各タービン軸受は全力"態と同じ試験が出

、

來たと見倣し得る課である。、

朧は’朧を全力朕態で船内試焚を行った｡負荷
として船内ターボ發電機の全部遼殆んど全力で蓮

鱒しこれで大型#瀧類を全部騒助L術消化し切れ
醜分は抵抗で消化させた。
船は2月26日.にCLYDE.河かぢ出港し瞳EL

K、

ANI)・の北方まで海軍の護衞が附いた。幸に何の
、‐

故障も災害もなく無事NEwYoRKに論いセそ
の使命を果したのであるがその陰には以上のや気

5．燃料消費度

燃料消斐度は蒸氣の高座高捌上に伸び逐次減少
の途を辿ってゐるとと下に示す通りであるO-

FRANcoNIA、(1923年竣工)…0.316kg/SHPh-
DucHEssoFBEDFoRD

人1928〃）･･･0259y

EMRREssoFBRITAnil.
（]931〃）.､卜0.247〃ｰ

QuEEN'MARYK1936･")"､0.2典丘
QuEENELIzAB息TH

へ

（1940〃）..･0252〃’
CaRoN1A(1948")..､0."5"
上記数字は何れも發熱壁10,556kcal/k9(19,
000B.th.u/1b)の重油に換算したもので推進

用所要鉦pみを計上したものである。＝

一

6．．機關重量

’發生1軸馬力鴬りの棚謂總重量も亦逐次減少し
て25年誌の半分程度の値に逹匠烏蔑
FRANCONIA…･……･…･……･･････196kg/SHP＝

DuCHEssoFBEDFoRD，.:…F･….130"〆 L

EMPREssoFBRITAIN･…………111"･
QuEENMARY……………………89"凸 争Q

QuEENEIIzABETH…･……倉……・・77. 〃

CARoNLa・………･………………。93"

上記重量中には水を含曹。一

な苦心が秘められてゐたのである。
(朝永研－良い
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性を持ってゐるとと

（6）端艇索は季時風雨にさらされても危急の際′
切断のおそれがないこと，このためには鋼索がよ

づ

いo

（7）寒冷な氣候下でも機織が圓潜iこ動くこと．
（8）ポートを降すひまなく急速に船が沈下する
時もポートがそのまま安全に浮揚する掻會のある
こと

（9）乗客の移乘が安全に行はれ縛ること

以上の様な諸黙を滿足さぜるぺく各砿のポート、
ダピツトが發明されて來たわけであるが次にその
圃瀕を列記し比較幟謝しよう。

一ふボーI､ダビツトの種類

(1,)ロデタリー,クイプダピツト(RotaryTybe
Davit)この種のダピツトは最も古くから用ひら
れてゐろもので,原理は先の曲った柱を回稗させ．’
て舷ﾀﾄにボート註振出すか，或は荷役に今日炭く、
用ひられくゐるヂリツク式のもの筵溌繩して名付
‘けたものであって．

(/r),Ordma"RadialDavit･腿
(,z)Gra'1amSmgleDaVit(1915);

（‘,､)SurealDavit(1925J｡･
(=)SchatlJavit(i@25)o

′

（ホ)StandardPavit(1927)、

（ヘクWelmDeckDavit

("WelinSemi-RotaryDavit

（チ）三菱式Semi-RotaryDaVit等がある。
とれ等の中最もありふれたOrdmaryRadial

Davitについて説明すれば，之は第-I剣の如く二，
"DINARYRMIAlbWIT

壷
や

ｒ

〆
画
一

、

，

尹

一

０

グ
ー

ボートダビ、

に就いて’
ソト

－

〆

川 貞 夫
一

1－ ， 1．諸・言
け■

蝋字繊驫議墓三重墓篭星簔藤
山等の漂流物との接鯛或は積荷の自然發火；爆發
等の災禰或は乘盟員の不注意による衝突坐礁等の

J口

危険はなお去らず，稀には設計上の誤算による鱒
、

覆等も無きにしもあ.らずである。

斯ろ事態が發生した時速かに人命の安全を慮

る事が必要であり，特に厳客船においては族客の

談冷設備に期待ﾅろ虎大なるものがある｡救命設
備には救命艇(Iifeboat)救命筏くLiferaft)
鍾命浮器(BuoyantaPparatus)救命浄環(Life
bnoy)救命胴衣(Lifejacket)等があ･り，．これ
等のものを船舶に備~付ぐべき數は船舶設備規程

〆ｰタ

ー

ー 画

Ｊ
ｒ
－

〆

’

|
（昭和9年2月）に規定されてゐる3
本文は之等の救命殼猫の中，最も重要な救命艇

参降下装置即ち奉一トグピツト(BoatDavit)に
つい言その歴史的發達の跡をたどりつつ簡軍に
紹介したいと思ふのである。、
2，ボート,ダビツトが具備すべき理想的條件

(1)JB戯ひ容易なこと，即ち救命艇を降す様な
時は一豊般に暴風雨の最中とか，暗夜濃霧の中とか

篭雲潔懸萱震鰯撫競？
(2)船が相當傾斜しても，安全確賞に降下可能
なことムとのために張出し(out-reach)が夫なる
ことを要する。．。．

(3r)乘艇準備が敏速に可能であり，降下時間が
短いこと

(4)收扱ひが少人数で足り且本給からもボーﾄ
内からも降下を統御出来るとと

く5）鱗造堅牢で少々の無理に耐へ充分なる握力
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本の回韓可能の曲柱でポートを吊ったものであり

現在瓦も小型の貨物船には廣<用ひられてゐろ。
この形式のものは普通の造船所で容易に且菱債に
製造可能であり叉船員が古くから使ひ慣れて居り
操作簡軍のため多少の不便は忍んでも荷使用され
．る所以である。

本ダビツI､の妖黙は船が髄傾斜した朧.高くな

った舷の格納位置むらグビツト迂回鱒して註外に
振出すととが困難であり．，且水面迄ポートを降下

させる尉辰出し不充分､雛側と接鯛すると､とであ
る。この難に考慮を加へて改良したのがSureal

Dafvit(第二圖）である。
《(2)PivotrypeDavit

とれはダビツトの踵部を軸に放鋪し，ダ黄ビミツト

柱を超倒 する 式のもの種，．．l

(zi)SpetmannDavit(1903)

(P)BeckerDaVit~(1904)、，
("､)BevisDavit

(=)WelinCrescentDavit

（ホ)MartinPatentDavit(1912)@

（ハ)BabcockandWilcoxPatentDavit(1913)
（ト)DoxfordDavit(1913)

（チ)BarnettPatentDavit(1915).
（リ)BarberRnffingDavit(1925)

■

、
グ

ー
、

－ －錘／健一

一一～

、

（ヌ)CahinDavit_(193"

（ル)KiplingDavit･(1930)
〆の

（ヲ)Optin3umDavit(1931)
(I7)CoIumbusDavit･~

（力）浦賀船渠式Da"t

(ﾖ)三菱式ScrewTypebavif等がある。“
これらrのpiVOt'Iypebavit")iF後述する

GrafityDavitと共に我國では廣く用びちれ,最
迩竣工しだ園内船はこの型が多い。その中f陵的・
BevisDavit,.OptimUmnDavitlColumbuS
Da,ntを岡示ずれば夫苓第3,4,5圖の如し。ざ
<3)'QdadrafitTZpeDavit

PivotPavitが水平方向に多く動かぬ縦黙を補
主嬬，ダビ､ツ&柱の下部を四分圓形とし氷本穆薗
と共に傾斜させ,舷外への張出し長さを犬にした
も の で あ る O ･ ･ J

との種のものも数多ぐの將許型が發明さｵしでゐ、
ろが主なものを學げれぱ

(/i)SChmidtDavit(1905)、

(.'a)Welin.QuadrantDavit

（少、)HeapDavit(1919) 、

(=)smithDavit(1920)
（ホ)Clarris.Davit(1927)--

〔ﾊ)McEachnieDatitd927)等であり'この
中WelinQuadrantDavit("6B)が有名で－

、
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第7圖 第8個第6園

。

大同ﾉI､異であり原理は傾斜した端艇架のレール上
を，ポートカミ滑塞と共に重力により滑り．おりるも
ので,-'捌乍が簡軍で確査性があり,､大型ポートに
適し甲板がポートで邪臓され宗族客に供用･されてr

硯界が廣く登る等の長所があるが，船が緬熱'した
臨高くなった舷からもポートをすべらすため，,'し

あって古くから震く用いられてゐたが最近は
GraVityDavitに唾倒さ”てゐる。

この型のもので注意すべきは歯車其他の装置が

圓滑に動く雛充分保護さ池雪水等で支障を来さ
ね獄鐙ひを用ひねぱならぬことである○、
(4)GravityDavit

この型式のものはその名⑫如くポート自身の重

"(Gifavity)を利用してぅポ声ぅ土を舷外に滑遡
出さすものであ.り，最近の大型優秀船1重は多くこ
のダピツ.ﾄが用ひられブレーメン(Br国ne"j-
イローニペ%(Europe)ノルマンジー(邸｡rmandie)
クヰンメリー(QueenMary)アメリカ(Ameri

ca)燭濁丸，新田丸等は何W/bも重力式である。．
Q)MaClachlanGravityDavit(1924>"7,m)

（ロ)WelmGralrityDavit(1924)
（少、)CrosselyGravityDavit(1925)

(=),LibaniDaVit~(1926)

（ホ)SpannerGravityDafvit~(1926)

('､､)ListproOfDavit(1928)

（ト)BarclayGraVityDavit(1930)

（チ)raylorGravityDavit(1930)(第8圏）
（リ)AmericanSafety.Nav・CO.Davit(1931)

(X)OCeanGravityDavit(1932)

Kル),MartenGravityDaWt(1931)

（ヲ）三菱式GravityD顕γit(1939)

零夫痔の蒋色をもったものが發明されてゐるが，

’

－ルの傾斜が犬となりボートは甲種上高く格納さ．
れ近よりがたいこと,装置の暴露部の多いこと，１

１ 機穰が犬になること等の峡黙がある。併し第三の‘
絞黙はその機構を船隠の総造の一部と.して組立て
れば除かれるo／

4．結語

歴史的にポートダピツトの發逵の跡をたどると
先づ単なる斜めの木製棒（イギリス提督ネルソン

の族艦ピタトリー號に見ゆ）に端を發し，基部を
支熱に回穂するPivot式，回純しつつ船側に支
黙を移動するQuadrant式，更に滞り裏を利用
するGravity式が發明さ”今日はGravity式
の全盛時代とも云上べきで．あらう。アメリカのリ
パテイー船(Liberty)の救命筏を降下させるの
に約45度傾熟した塞上をすべらしてゐるものと
同撰な考であるo

湿度の黙から老へると，ダビツト柱の切断面も
理論的に張力な形のものとなり，且電氣購接の誓
及に伴ひ平板を熔接した握力且有効なダピツト漆
現れ一歩奇為前進の跡がみられる。蛎運總局〉
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更に2割位は低下して居ろと思うが,蓮れにして、
＄‘本年度の新造船が15寓總噸程度で,･保有船舶

量が前述の数字に経戦後多少の増加を見て居る程、
塵では新造修理共に仕事量の不足が甚しいがら，、＆

勢v,此虎に極端な競争が行はれて來るのは営然の‐
こと垂あり，其の爲め各造船所7龍血眼I苧なって居
るのも無理のないことである。
先般改E型船の改装が多くの造船所で行はな

たがb癖1:が激しかったので見積霞格は極めて低
く結局赤字の出ない所は一つもなく，それ池数百
禽圓といふ峡損だったと聞いて居る。この十月末
に第四次貨物諾の入札が行はれたが,船舶公園で
引いた最燭浩憤ほh÷、

_B型4,900總噸35,500寓圓．

C型3,600"23,750"

D型2,400"14,830"

F型695〃5,580〃

であり，大凡之れを少し上廻はった船便に決淀'し
たと棚いたが，一鰐との様な償柊で健全な造船所
としての採算がとれるのであらうか｡､少なく共2一’
割位これらより高慨にしなければなるまv常と魁は
れる。結局造船所が多過ぎて無理な競争が耐鋤b
そ居るため，この様な数字が現はれて来るの種あ
って,、此の侭進んで行けば造船所は昏鶏倒れに葱

ハ へ

企業整備と優秀造船所の維持

新造船に對する總司令部の許可が数次に亙って

あり，外國船の引合が腿ぞあり或は造船五身年計、

謹の發表があり,,遥胎洙慨も一般に順営であり，
中には工員の増募をやって居る造船所もあり，新
聞等に現はれる面だけ見ると造船界は明るい感じ

がして居る様だが，果して明るいのであらうかOw

現状を見るのに各罰迩治所は金融につまって居り，

しかも至産高の割に人件愛はドンドﾝ膨脹して居
、ろので相営苦しい状態にあり，中には青息吐息よ

く命が綴いて居るなアと恩はれるのもある様に見

受けられる。しかしこの舩態は當然起るべき事が

起き.て居るので敢て不思議でも何でもないと思う。

戦前日本の鋤舗僧力は蚕材と努力を與うれば’

新迭は年間80寓噸と見てよかったが，賛際の戦

前迄の最大感謎歸8鋒は軍艦を除き48萬噸餘であ

ったと思う。戦時中大tl'､の造船所は設備の披充
を行ったし,新造船所とじて三菱旗島，日工師嶬
川,三井安藝蕊､浦賀四日市(鍛初之等4遇沿所
で年産45寓噸を目標としたが震際にはこの半分
程産の施識§絡戦迄に出来上ったのみだった)が
出飛戦争中最大黄綾は159萬噸に及んだ様に記
憶して居る。．

‘戦前日本の保有船舶は約630蝿噸であj,企
劃院は1,5”萬噸保宿を目標として居たので，
造船所の修理施設も大艘とれを標準よして進めら
れて居たのであったが，戦後礎つた船ば陸かに約
130醐恕噸程度であるO

L

虚で戦災を受けた濁没所もあり‘中止した所も
：あ:り状況の鍵化も相営大であったので，ストライ
麦調査圏の日本に開する産業賠償調悲報皆書に依
抄繊維戦後の日本の麹沿能力は8()造船所合計』今

奮増龍釦m,100瀧噸であり’修理能力はZ219,巻

鐵R49總噸である。現在の賞力はこの敬字に對して

ろ事は疑もない事であらう⑥、、

↑撰義篝皐撫臺鱸童墓奉職纏
境のドン底に喘いだが，滿螂蕊蕊頃からまた盛り
返当､した。現在の造船所②多くは度盈の喬舗磁經
て来たので,經誉者に相営創進が出來で居る力きら’
今度の不況時代も何とか乗り切って見事廊力魁し唾l
彼岸に逵して見せるという自信満悪たるも“きあ 房

るか‘知れない。しかし今度の状態は以前とは犬
分様子が違って居ると思冒。先づ第一に考へなけ

も1
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れぱ“ない事は，日本の工業水準湛何虚に置く渚がよく揃って居て'將來優秀船産安慣に建造し
ガう;從って造艦能力をいくらに止めるかという事得る素質を有し声居るものでなくてはならない事ヴ‐

は連合國側で決める事であり,･此鹿に必然制限がは當然の雲である。．
翻って賠償問題を考へぞ見るのに,之欺』が具韻も邑

里じ，まだ罐肯船舶量にも制限が加へられるとい

う事であるb-他に寒心すぺき事は;蓑材の恢乏の的に中を進まない魅に柳か放置して居る傾はな､鯵、
悩が蜜想暮れ,インフレの昂進が未だとまらぬ事であらうか｡賠償ぱ嚴瀬にそれを溌行に鰐べき

＝義務がある。ストライク調査圏の産業賠臘報告書である｡、

なを今一つの隅異黙は，先きには如何なる不況に載って居る造船所の順位は’多少の修正を希望
時代に於微二も海軍の建繼計謹があった事でありする黙がないでは無いが'斑によく日本の迩情造
（たとへそれ締り減を菫けたとしても),その海軍把握し而も日本の經濟復興に同備的立場をJJミこ按
は己が工廠を整理して迄も必婆と認めた造船所に配されて居るものと敬意を表して居るものであ
建造を割り當でL不況を凌ぐ一助としたのであっる｡従ってそれは企業整備に非常に心手引とな
たが今度は其様な助け舟は全くないという事だ｡‐るものと思う。劇jちこの順位の下位にある過磯所
虚で今後の新造船は如何なるであらうか｡新造は，辱徒らにあがく事なく進んで賠償の對孵として

5ケ年計霊どいうものがある様であるが，明年度の準備に移り，韮ねて地域的には種々 と問題があ
の･ものは資材の開係を主とする經濟安定本部と，るであらうが企業整術に應歩るだ吐の度胸と襟度
船腹量を全として考慮に入れて居る海運總局とでがあって欲しいと思う。政府が失業救濟等企業鑿
は，15寓總噸と24寓總噸の開きがある糠に闘い術に對する茂'圏屠の庭澄を取るべき事は申す迄もな
た。また5年さきには種.2どの船を一切ひっくるめい事である。下位にある造船所が種餐と運動して

熟溌輕駕駕薑産撫震嚇ラ欝塗割学…崎て…種ど腫岫かゞ
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麹浩所の減少を簡蝿に待つには，自然淘汰に任
かす方法もある。しかし自然淘汰で恐れる事はそ、
の結果を豫測出邪ない事であ'る。即ち優秀な船舶

堂駕葉霧雪鴛警鑿雪臨と密

かどうか極めて疑問だ。

一方未だ賠償問題が決らず，工鎗k準が何虚に
置がれるか判つきルしない時に徒らに想像を逢う
するのは如何かと思うが，今迄に種巻と放逢され
た虚によれば，大鵠40漢総甑以-この造船能力を
保つ事は一寸望めないCではないであらうか。5
ケ年計聲も大凡この様な線に沼うて居るのでは無
！'､かと悪う･保有船舶鐙も或は300漢総噸といは

I

可

1

－‐‐、ー…”0呈しても．

′此の際優秀造船所が確震に細寺される事を大V,に、
切望する次第であり，従って正しい企業整備の速

一かならかことを望んでm'二まない次第である。‘

ダ．

残るべき造船所に塗糺ては’官，公,民共に甘
やかす意味ではなく各方面からあらゆる軸でこれ
を支持し，之等が高能率化ずる爲めにその技術練
磨施設改善に精進し以て他日を期するに足るだけ’，
の餘裕を輿へて欲しいと思う。

､れ或は400寓總噸といはれて居る‘が,樂脇的に見残るべき造船所に對しては’官，公，民共に甘
ても後者以上になるとは考へら率ないであらう。やかす意味ではなく各方面からあらゆる黙でこれ
以丘くだYだと寝言を並べたが結論として端的を支持し，之等が高能率化ずる爲めにその技術練

にいへぱ，これ等を綜合して少なく共3分の1程磨施設改善に精進し以て他日を期するに足るだけ
/ 度の現遥船能力は直ちに企業整備にかけるべきでの餘浴を輿へて欲しいと思う。

あらうと思う。虎で誰しも企業整備の對孵となる
經濟5ヶ年計霊による明年度の新造船、事は欲しまい。しかし此虚が日本全艘逢Iﾝて大い

弓

に考慮しなければ蔵らない黙であって，この企業經濟復興5ヶ年計壷によれば,､大型船を含め昭
整備が早ければ早い縄造船所全禮が受くる被害和28年虚迄に640隻，155萬總噸の新造艘建
は少なくなり，將來造船日本として外國船建造に造が計謹されてゐる・この中明年度の計謹は二噸
活蝿し得る好條件を備へる事となり，日本の繁榮20萬總噸であるが,明年度の汽船による海上鑑
遂來たす基となるものと思う。勿論残るべき造船量は内外航1,900'萬噸と譲想さ鯉,海運總局蚤し
脈はその規模の大小に拘らす，施設陣容組合の三ては,23～24萬噸の新船建造を必要と見てゐる。
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イナミツク・メーターで表わした数とは略一致す

ることとなる6今2"A,Bで表面から数百乃

至千数百ヌードルの深さ室で水温と嬢分を槻測こ
て(1)式によりポテンシアルを求め，その艤
夫為五A,DBとする。次いでビヤークネス･サ

ンドストレー当の方法によって上に求めた,DAj
DBを用いうfく式によって流速を計算する｡、．

TァT,DA－恥'

靴

”．

ｰ

里
づあ、、 潮 の蕊化

中 宮 ・光俊

’ 一~戸、一ー"弐一一~〆～ニー一ーヘーミー一一二一へ一へ一へ〆、一一二一一一一〆、一〆、〆～〆～ゲヘーヘーヘーへ一二、

黒潮は源を北赤道海流に發し臺湾東岸を北流
した後東海に入-り，南西諸島に沿って北東流し,′
上聡剰海峡,大隅海峡から鱒ぴ太平洋に出て本州
南岸を洗い；銚子沖から速く束に流れ去る。日本｜

に於てはその存在は太古から知られていたと推察
され，古事記中耐I1代や而賦天皇御東征に開する記
事にも，日本沿海の島曇(伊豆鴨鞘にまる祁
肚その他史瞳からも黒潮の知識の一端がうかがい
知られる。例えば文化2年の馬琴の｢椿説弓張月」

．に三宅島の長が喫潮とも山潮とも申すなる」と

‐黒潮を洋中の河にたとえて教える一節がある。:そ
してその流は略定常的と考えられていたのである
が詳細に調ぺると愛化著じく且つ極めて複雑であ

、烏ことが分る。 、

．．海流を測得ずる方法としては（1）流速誹（2）
船の偏位,'(3)測流浮標,．(4)海流瓶等による直

′欝蝋蛾翻鰯蕊驚惹
厚水温と聴分から比容を計算しこれから更(と海流を

算出する等の間接法氷ある。我舞は最後の方法を
最も多く使用するのでこれについて簡車Iざ説明す
る6今海水の軍位質遍を重力の場でdz.だけ鉛直

1．下方に持ち来すとそのときなされた仕事は
た““

凝麓蝋鑑鴛雲鄭雪騨
"手βgag

’を用いて書きかえると

'jg"-J""=D （1）ノ

となる｡但し'pは座力,pは源水密鹿hは比
‘容であるoとの式で

105エルグ=1ダイナミック。メーター
なる新しい軍位を採用することに士ると，海中で
深さをメRhルで表わした数とポテンシアルを夕

V-Vb= (2)
｜’

" ' U 2 の L s f " P j . J ､
、色ノ．、

ここでのは地球自縛の角速度,Zは2難問の距、
雛v及び3Vbは夫舞海中の任意の暦に於ける、
流速である。.従って多くの測黙で水温と瞳分の槻

測を行えばこの観測海域に於ける任意の地黙の住

意の深さの海流の相對速度が求主るわげである。

V､を海面,%を流のない深層のものをとると、

γ=維鏡6、
‐／F

は表面海流の絶鵠速度を與えるごとになるもと，
のようにして求めた海流を密度流と稲するので、
ある氷,黒潮を密度流として取扱って寅際と著し
い差異のないことが確かめられているので2),今こ、
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汁3函・

とで,この鮒近では大磯600ﾒーﾄﾙ屑にその巾
C方法によって黒潮の流連流向を求めその鐙化心が存在している。その後昭和22"月には八
藍例示する。丈島西方に冷水塊が現われて再び環流が離した
L例として日向難がら南方諸島までの海域に於がこの時ぱ規模が小さく間もなく消滅して昭和23
竺壷宝蕊鯵熟辮難溌二鐸鰍…柳鋤こ蝋た流峨峨した｡螺‘‘・圖に豊後水道の南（九州束岸）に小環流が見られ
は流漣<ノット）である。第’岡は昭和8年4月ろが，これは過去+数年の間に数回發坐消滅を
に於ける流状で黒潮主流は土佐沖を2ノット未満繰り返している。このように紀ﾂ･l'l沖の大環流の消
で偏北莱流Lだ後潮岬に向い，ここから遠州灘を長を第'次の鍵化とすると2次的翻鐘化が絶え
東に流れ去っている。昭和6年及び7年の観測緒、歩存在する。
果からもこれと略同様な流況が得られる。所が昭 以上は州南方海面に於ける1例であるが東芳･
和皿年12月から翌12年1月にかけてO観測海面即ち三陸沖では黒潮親潮O雨流が交錯して
鯉では流炊圭く一鍵して室戸埼沖から南東流し流炊更に複雑であると同時に鐙化亦著しい。
そ本州を_旦遠く離れた後再び遠州灘に向って北黒潮は普通表面で速さ'~3ノツ1．，時に4ノ
上峰略南北方向に長軸を持つ楕圓を形作った。ツト以上に達する場合がある。流の幅ば50乃至
即ち紀州幹に反時計廻りの大蕊流が發生したので60浬厚さは平均403メートルである｡･ウュス

鶏鰯鰯篭辮護壽蝋灘鰯篭霊鐸駕篭麓繊琴鳥菖
ある｡鐵茄は南北に長軸を有する楕圓形の場合が200倍,叉日本最大の湖である琵琶湖を猫すには

雛臺逮蔑濤淫嘉鶏撫灌鱸離崖重懸雛撫謡酬,
娃略一定で環流そのものが安定したように考えら表面附近では同一方向の風が或る時間連吹ずると
れた時もあった。所が昭和’8年’’月の観測緒吹逢流が生じ,･上述のものとは逢った流状を呈す
暴蚕鍵との環流の規模が著しく小さくなり，中心ろ。叉流が接岸する場合は地形の影響を受け，時
が御前埼縦八丈島西方に移動した｡鴬時戦争激に分流を生じこれが反流となるなど複雑な流とな
烈の度を加えた爲その後の観測が出引け沿岸至近る。更に沿岸至近では'籠地,氣象の影恕をより多
の局所的獅I結果によってどうやら環流が消滅しく受け時に不測の躯流を感急ろととがある。
たのではないかと考えられたのであるが，鶴含乍：氣象に對して海の諸現象を海象と呼んでいるが，らこの海面全域についてそれを確認することが出將來海象観測を充分行って氣象や潮汐のように畷、
来なかったO･経戦後昭和21年に至って初めて第報を行うことが是非必要と考える茨第である。

:蹴難鷺繍繍噸盟§難(嘩瀞『年に發生し19年に消滅したとするとその毒命は
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言響測深機の現状と能力向上について
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1．緒言”ム（前後の釣合)･韓舵等の影響を受け噂反響
船底から超晋波或は晋波のインパルスを出じて昔が消えることがある。と‐らの影響を受けない

海底からの反響が戻る堂での時間で水深を測定す装備位置の選定に謎て筆者は日本電氣株式會祗か
ろ書響測涕淡は，停船或は減速せずに絶えず測深ら依頼を受けて変状を調査して原因と對策の榊究
出來るので極めて便利な航海測器である麺我國でを行った｡未だ完全な解決には達しないが,概略
は大正末期から外國品が少し宛溌入さね星ご大形の〆を報告して御参考に燐4－度い・
優秀商船や海軍織臘に装備されたが昭和12年頃、2．磁歪式測深機の概要、’
から英國のヘンリー-ヒューズ會祗の方式によるも今回の調査は我國で最も廣く使用されている日
のが日本電氣株式會肚で國産化されたO'紙戦後は、本電氣製の磁歪式の測深賎を装備した船に就て行

民需用として商船の航海保安の目的以外に鰹鮪漁つた◎此測深機の概要は第1岡及第1､表の這り。
船にも漁場發見と漁場に來たこと｡を確認ﾗー る目的一であるo
で装備され，次第に普及しつムある。a.動作の説明船病電源によって發振器内の
超香波を送受する送受波器を船底に装備するの、發電動機を蓮聴し，直流2000V或は100W-を

に,その位置の選定が適當でないと速苅風泌發生して高座用蓄鋳を蕪電する｡發振繼電器は‐
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比例ナろO･記録紙のLI二には水深(m)で目盛った

物指があってそめ零軸を發振言の記鋒(逢波器か
・ら受波器に直接漏れて来る超香波に・よるもの）に

合せれば反響香記録の位置で水深を讃取り得る。
記録紙が徐杢に繰出されて行くから，發振昔毎記
録は一直線に列んで水面を表し反騨の記録は海底
の断面を塞ぐ。′･l､

b.〆香の傳添速度と深度の誤差海水中の笥波
の速度が正確に分らなければ音波の往復時間溌ら

水深を出すことは出来ない。変測によれば傳添速
度はc=1410+4210-0.03862+1.14s+0.0168h
m/sで表はされる皇βは擁氏温度で温度上ればc
は増加"Sはプ戸ミルで表はした瞳公･hは水深
である。普邇b醗分濃度は35プ弓ミルだから雄
氏15。で水面附近(h=0)ではcは1505nVWs
となる。測深機使用の購互下海底までの水温分筋
､を知り得ないからcの平均値を正確に求める#こ
とは出來ない。一般に水温は深い程低xごし音速は
減少するが，水唾のための音速の増加上打渚L粥合
うから極めてmW腱要する場合以外は日本近海管で
･lk.cの値庭15P0m/Sと假定して差支ないこと
が分っている。それで此測深農でも1500m/sな
‐る値を採用してある。記録ペンは圓筒に螺旋形に
切られた溝のカムで騒動される。この回筒は談漣
器付の直流電動賎から!歯車で落して回聴きれ，測
謂鹿函卜160mの場合1分に100,回灘ずる如
く調速器で調整するoこれによって記録ペンの趣
度は一定!ご保たれるのであるが，戯純度がI跡
すればそれに比例して水深は浅く記録されると償と
になる｡調速器は電源電座が85jlOVの範職G
は速度鍵化を1％以内にする能力があるが859V
より下ると著しく速度が落ち,誤差が大きくま
るo

普萢の航海の目的では3％以下の誤差を問題に
,するととは先づないと考えられるから，電源罰醒
が著しく低下しない限り深度の誤差は殆んど問題
はないoO， 1

0C,・測深範囲の切替浅海では0～160m.mm
園を使用するが,0-800mに切替えるには歯車
のかみ合せを塗えて記鋒ペンの速度と紙の繰出の
速度を1/5に減速する。此場合發振カム接黙を隣
に切替えるが，これは發振繼電器の勤作の遅れ分
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蝿蕊“’
第1表愁歪式測深機<1-A及1－B航路保安機〕

記録器内の發振カムで制御さ”發振職睡電流

I
‐が切れて接黙は落下して高座蓄電器の雷煙を逢波

器に加へ&託逢波器巻線には約7000サイクルの

‐減隔握動電流力輔れて圓環状の磁歪振動子が半径
方向に封需的に振動して外側の圓筒面から超香波
が轌埼され,-中空の反射笠にあたって下方に曲げ
られ，船底鐵板を貫通して海底に逹する。磁歪振

、動子澳電流の2倍の周繊で振動するから鱸波
・の周漉政は約'4000サイクルになる。發射される

イン入ルスの長さは0.001～0.002秒である。逢

受泌器は全く同じ綴酋で船底鐵板に熔接された水
槽内にあり，そら中には清水を入れてある。＊反

豊馨波は受波器に営って圓環状の振動子が握励する

I

、

＊磁束が増減して巻腺に電唾を生ずる。それを増
幅整流して記金鋳牒に導く。受波の振動子には豫め
磁束が存も在しなければならないから直流で勵磁すりD

ろか或は塾留磁氣を作っておく。
言E録器内では豫め沃度カリと澱粉で虎理された

特殊の記録巻紙鵬160m'h)が徐塗に繰り出さ
れ，記録ペンがその上を直角に--淀速度で往復運
動しており,差端から約15mmの位置に来る毎
に蝋辰する。

反馨による電唾が整流されて記録ペンと紙の裏
'の金属板との間に加へちれると電流が通り其場所

が茶褐色に愛色する。一
一反響は發振後超晉波が海底まで往復する時間だ

け遅れるから，鍵色する位置をでの距離は水深に

／

P

、

タ
ブ

本圃には示してないが此水は銅管で雌力水槽に通じて

＆;て僅かの靜水腿を加えてある。これは溶解してい

る空氣が析閏して無池が附着し，透受波を妨害する
③

ﾉのを防ぐためである。
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負になり海面から出してしまうことさえある。A
型船は左壜蚕も雇いが;それｾも琴涯翻堂かな
り流方に濁庸してあるため艦首が波を切る時に發
生した氣泡が船底に入り望.氣泡が逢受波器-F方を
流れて超音波を吸牧するものと思われる。F型船

篤難妻鬘驍鑪鰯懸淫鴬蕊
消えてし壷う。

ｰ

、こゆら@評判は測職自縄の保守が充分蕊い
ための能力低下も含んだものであるから一概に装

備位置心だめとは結論し得ない｡E,型船は船底鐵
板が特に厚いことも測深能力に大いに影響して怠
ると考えられる。

A型酷の中には至長の恥朧丘に濁糒された
ものも多少あるが,､機械の状況の良い場合は室荷
で走航中も優秀な成績を牧めた例もある。

．．、青函蓬醗総督海面が卒穰ならば全速でも差

支ない鵡波浪階級4(全面的に白波が見える程

閲延なると反響が途切れ,5以上になると全く
出なくなるb然し停船すれば途切れずに記録さ虹

る。、・

宅．鰹鮪漁船船内の配置の都合上中央部附近、
に装備されているが,･大鰐に於て全速まで塞菱な

く鮫用出來ている。勿論船によっては成績の悪い岸
ものもあるが，それには測深残自禮の性職受備考
事及保守の不良も開係していて，潟瀞匪置が悪い
から粧能が悪いと明瞭に締論出来る例ほない。波
弓浪に就ては荒天時は反響が途切れるが停船すれば
消えないとのことで，同じ波浪でも追風の方が向

風より影響は少い。此の種の船には鋼製と木製と
%あるがそれによる性能の差異は認められない｡船
の赫細どの外形は雨考殆んど同様である。嘩翻譜
に多数普及しているのは靜岡縣澆津清水方面-醐暮，

鼻

～

影響が愛って發振線の位置が移動するのを防ぐた

めであるc水深が800m以上になって･500-

1300mに切替える場合は速度は其鯉で發振時刻を

500mに相當するだけ縄上げる。そのために發振

カム接黙を更に隣のものに切替える。この場合は

發振はペンの復路の途中で行われるが復路ではペ
ンが紙に引掛らないためペン先が浮き上るように

なっているから記録には發振昔は現れないo

lOOO～1800mに切替える際も同様に濁辰を更

に500m繰上げる。
巻

d..交流電原用第1園は船内電源が直流100

Vの場合であるが,交城100Vならば發震鍾鵬
”の代りに金属整流

蓑 # 鶴る。記録器の電動

器にも夫荏整流器

不要である。但し此場合も電座が85V以下に落

ちろと深度の誤差が大きくなるO-.。

3．装備位置と能力の現状

・昭和23年6～8月に筆者が諏盗した虎では，

現在磁歪式の測深賎を按備している日本船は第2

表の如く大別される力刃との種別に入らぬものや

調査漏もある。

夕

＝

1

１
１
１

1

が

副職蟹|鐸迦寧職夢鱒寧職蔑芸蝋鴬鷲蹴辮
"135t"
賄漁諾
約40隻

船型の異るものは多少走行の影響も異るかも知紅
第2表装術船の現状鰹要．‘．

ない8

鋼製腱鮪沿は普通はバーキールで,機断面がa.標準貨物船双牒能力の肢況は各船毎に厘

建であるが，概活的に述ぺれぱ,A型及F型戦65.rmXi×180mm程度の鐡のｷーﾙが突出してい
標鵺は走るとﾃ殆んど反戦ｳ鞘えると云はれ評判がるが，フ．ラツトプレートキー､ﾙと孵し普邇の鋼船
悪い◎何れも空荷の場合特に悪いらしいが，それの様に船底力泙ら潅ものもある。フ量ツトキール
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d

船舶補機用として交流電動機の採用
8"ご・‐

～

1．‘，／－

交流の利黙ほ船舶の麺類及び電氣設備の差異に

よb種差異なっており'、例えば客船貨物鵬'油
櫛借等盈の場合である。然し交流化すべきか，直

久

一流化ずべ誉かは愼遁に考慮しなければなら'ない
毒,滞餓後建造された青函連絡船,'F型貨物船,
，漁船等が交流化されて居り，我國に於ても交流化

ノに進もうと･する傾向が見えて來是o
最近英國誌に發表された論文によるき,船便節

・約＠一方策どして捕機用に交流電動機の使用が蕊
、げられ霞'近来アメリカ及び獣洲にもその傾向があ

､，‐り，我,2菅電氣技街者カミら云ろても是非交流化すぺ．
，きだと考えられる。然し交流化した場急速度鍵
化を微細に必要とする電動機類，例えば荷役用ウ
イシチ等の交流電動磯は特殊のものを用いねばな

鼠謁高慨になる妖黙がある‘又交流電動機は起
動諭が大きく、發電賎容量に對しては充分設計
・ｲ｡注意しなければならないo

‐~誘導電画催は元島直流分巻電動機のよ･うに定速
度電鯏幾の特注を持ったもので，速度愛化を必要

，と歩ろ&のには，霧f鯉を用いているが，これは
三弐繍紘外部抵抗逓接捜し,二次銅損の値を鍵

〆化するざとにより滑りP調整即ち速度調整を行う

注守葵一
一
一

のであるが,抵抗中の銅授により，義動機の能率
が低下する慨黙があり,尚金職抗器である震に
どうしても速匪の鍵化は階段的となる妖鮎があ
るo､

極錘鐙換を行っても速度の調整は出來るが，と
､の方法は前述の方法より尚階段数が制限され,碓
遥が複雑どなるO-､、、

蓋藤野慈職≦
との様に何れも速圖鐘化の微細な事を要求する

ものは，高慨にもなるL，取扱も簡軍に行か歩，

未だ直流電動機の特性の方が優れている。

起動電流を制限する芳法としては，二重龍型及
ず

ぴ深瀧型等が用いられており，50～30％位の制
限は出来るが,何れにしても今なお研究の鯛池が
多分に髭されている。併しこれらの不利があって

.K

イ

コ

声

、

も交流化する調亡より得られる利黙は非常に-多

墨鰯灘輝難襄薑麗毫欝警寧
ろ。（石川島重工電氣課長)、 ：

●

莚

両

』

～

@_･d，小型木造船50t以下の木造船で底水路部
の測量船の経験で吃水が淺いため走ると反簿が滑一
えるので第2岡の如く逢受波器タンクを船底から桑．
150mm程度突出させ，その周園に泡除けのため

‘下の開いた圓錐形の笠を付けろ．と良くなった例がく
ある。其後小型漁船で突出装備が試みられている
龍.そ@成績は唾辱な由である。泡除蚕の形も種
登試みられたが，前方が直立したもの（下開きで
ないもの）は不良だという話もあるが,筆者自身
調ぺる機會が無いのではっきりしない。小型木遥
漁船は今後の問題であるが突出装伽許されるな、

っだ。フラットの船は二例しが無かったが’その

第1船の工事の|鰯告底織恢が二重になった接合部
極謹受波器を取付けたためであって,、それを装備

巷した後及び第2船は普遥の成績を示している。

助攝 肋骨

轍廷 送畳蛾患ガ
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．らぱ泡除覆の形を邇當にすることによって走行の
，影蒋を受けなくな{り得ると考えられる。…以下次
號掲載（電氣通信研究所）の
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止も鴬然であらうcし恩ひ合はされることである。‘
、′'造船界曇牛耳る”

、

歌ふ推進器、技術春が兎角背庚を着て書類の前に座りたがる
ことを論じたらその同じ12月號の東氏の寄書中 推進器瀞回韓につれて鳴著を發することが發見

に字句まで殆んど同じ御読を寒見し大に意を狼うされた｡美しいソプラノなので､"SingingPEO-
した次第である。peller''と呼ばれた｡鵜僅器は藥器で睦ないから

零

謝罪してはならぬことがある｡技術者が背庚をこれは好ましからぬ現象である｡皇と躯が問題とし
．着たがる弊を論じたからといって背籏を着て技術で型上げぢれたのはっv,近年のことであるが嘩一
闘係到蕊秀に沸はるものは技術者であってはなら通門家の眞創な研究に依つ車原因をつきとめ的確潅
といふ意味ではない。それどころかこれは是蛸支對策が誰ぜらiLたので今1ﾖでは4@DmnbPm-
術者でなくてはならぬとC,､ひたぃ。技術者でもなpel(er''になってゐるoこれは12月鏡鬼頭償鮭
いものがそ，の地位に座るから建つくぎ五重の塔もの説明の通りで洵に喜ばしいことである。

墨

建たないのである｡偶驚技術者であっても二旦事數寓トシの互錐が黒崖を瀧筌になぴかせ白波を
務室入りをしてしま.ふというの間にか自分が技術蹴立てて走る。一弐これは恂に壯槻である｡更'と
者であることを忘れ,所謂''維誉者氣質"に情し-推進器が歌って異ｵ堤ら絶好のぺーヂｴﾝ:ﾄであ
てしまふのが多い。これでは技術は進歩しない｡・らう。然し船は見世物ではない｡極力多量の物や
技術者のうちで特に經管管理の方に才のある人は人を極力僅かの燃料で極力短時淵に所要の地に連
進んで事務室入りをテるが良い。然しこれは,'出、ぶのが使命である。そのためには極力波荏蹴立で
4im''でなくてそう,い倉醤人達に課せられた－つの義ないことが必要であるd排水量も極力小さくし彪
務であり，一方庭崎醗術に向いた人は一生菜シぃ。機關の馬力も『なるべく小で濟まぜたい・調献
葵朝艮を着て専陶捷術に没頭する''特雌,,を有すべ鐙といひ馬力といひ何れも船の目的に對'シでは永
きである｡經醤への才があらうとなからうと_定ｶﾃｲ､ヴの佳能を持った量である｡船砲”'鱗や
の年限が來ると罫職彰りをしなければ出世さな馬力の大を誇ることは推進器の美蕊を誇る"と似
'いとい上概念が是正せらるべきであ毎｡てゐる。
東氏は一生菜ﾂ葉服を着て鋤間界を,,牛耳る,，

と説いで居られる。洵に名言である6一′'同じ十馬力でる''‘~‐購
隣細剛度のあった戦時中筆者の住んで居た逢り、漁船に發励機をつけ始めた懲時の漁師さえ錘は

では組長になることを皆が迷惑がった｡結局輪番なるべく大きな言を立てて動くｴﾝヂﾝの溌好
交代の義務制にしたが組内はいつも荊職慨々で何んだそうで"同じ十庵力でもどの方が扱い''など．
等の問題も起さなかった。然【ｨ地域に依っては紐といったそうである。従って一流メー動一の製藏
長になることが一つの猟藩で醗争や通勤をしてとは蒋第で鯵ったとか。然し吾交はこの漁師さん建夕、

錘れ庭濯りv,つしか講ｽ的存在となって鯨の捧害を笑潔瀦はな晩飛行機の''爆普商く敵を唾し
を惹超したやうに聞いてたる。弊害が多くては塵走”ゐた＠はつい鋸達までのことではなかった
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－ 船の科學一
皇

か｡人間でも奉菖に自己の本分に稀僅するものはがないがどじの識は夢に詮らせ差くなv､｡''つい
坐弓

黙ってある｡r失言強語する者に限ってあまり澄質む''は夢の追求で無くて夢の追放でありたい。
”的の仕事は:やつてゐないやうだ｡而しそうい点･者一舶用機關教育の問題は永い間の懸案で早く鐙善
の方が兎角もてる世の中である。筆着の愛用の腕の所に落ちつかせ”ぱならね。筆者もかって關係
時計ぱ有名なｱﾇ.リカ會耐製pものであるが耳のの職にあったときこれ忙就て或る主張をしたとと
傍に押しつけるやうにしてもセコンド.の香が殆んがあるが孤節燕闘力及ばず問題の解決に寄與し得
譜讃雛駕響淵難鯉：撚蟇識隙難態購iじ｡季

■グ

舶用機關も機關である以上その基礎をなす原理早〃

る ｡ ノ．：‐《．に於で一般磯桃頑と愛りのありよう筈はない。然
磐城の煙､し船を形成するといふ一元的目岬こ向っているい

〃

．,,磐城の煙はわだつみの，雲かとぱかり紛ふなろ考へねばならぬ特殊事項があるので′'舶用擬
り,，といふのぱ我が海軍華かなりし當時に，愛唱開′とい･息一つの纒つた學問の必要がある。かう

驚鴬灘驫雛繁一された歌の一節である。今から老へるとこれは如
何にf錘きが拙劣であるかを物語ることでしかな

#い。若し朧淀きの責任でないとい急・ならば設評め’
不適か燃料ゐ避醗かである。何れにせよ自慢出来るには不十分の教育しか菱け得なかった一人であ
るこ上では毛頭ない。磐城、煙に士氣を鼓舞したる。それでもあなたのやうな偉い人が出來たのだ

、り高らか群蕊言に心を弧<したりしてゐるうち1亡・から郡でよv,ではないですかといふ人があって
ノどうとう戦争は我が方の負になってしまった。もそんなおだ電てには乘員ない。もっと大切な問題．である。、．'〆

心

、

･1

1
1

、

迅

■

夢？・渦立した舶用機關科を設<くしとい"s識も出し

『擢進器の鳴昔はいち早く解決がついたがこれと得る。然しこれは過去に於て試騒濟だ声．いはれる
軌を＝にするエンヂンの騒言,雛の塵機開の馬とそれまでである｡〆
《力や船のおi’k量の問題は歴史が古く専門家は鋭意霧結局船舶工學科（或は造船學科）を船艘専修科
，研簿冒綴けてあるに拘らず新参着の問題に先を越と樹淵専修科とに分けるのが艇上とい為｡ことにな

しむら

、き収た形である｡雨,,名歌手''推進器は姿を消しる。そして船罷専修者は専修科目のほかに機關の
､たが〃名鼓手,,尋ンヂンは未だにこの得意のジヤ大意を修め機關専修者は専修科目のほかに船禮の
黄を奏でてある。煙突は相鍵らず阿蘇の噴火口と大意を修めることとする。一鵠現在の船舶工騒科、
その威を競ってゐる｡-一般にはこれ等がネガテイ・(或は造船學科)~はその内容から_Viって船繼工學
ヴら性質を持つもQであるといふことが理解され科であるo織自工學科或は造船學科と稲へるには
す，どうかすると船のシン雫ﾙであるとさへ思は車の片輪が足りない｡從って機關のことを除り知

、れてゐろやうである。極力小さい，波を紹對に蹴らぬ''鋤闇屋''が出來たり船艘の概念の無い造園
立てない,煙突からは冷たい抵色のガｽのみを吐屋が生れだりする。これでは瑚断で鋤を造る
〈，絶對に香を立てない，而も速い船，－二一かうことを不思議がろ世人を笑へない課である。つい

’むこじの説賛成である。〆いふ夢を描いては悪いであらうか？

価，ついむこじの説 ．カスタービン時代屯

2月號のついむとじの識は傾聡すべきものが多舶用主機械ごして簸初に發逹したのは蒸氣往復
い。とじは頻りに/'浪人の夢'′といはれるがこ式のものであったがそれが蒸氣タービンに發展し
れが夢でなければ通用しない世m中は情ない｡絶たのは周知のことである。少くも快速優秀船は現
一對に浪を立てぬ船や温度零度の煙突は夢でも仕方在グーピンを主川してゐる。叉戦後の我が國で中

一 宅 寺 2 0 一 ． 、
守

淨･ ノ

ノ

ノ I

!吾4… 一一 一 一
●

』 ■､

nJ冒才一一,‘＝垂



．一一ー一声 9 田

１
１

も

－

－

←

、

4
′●

心

一随縦軸用機闘）＝さ～◆

. r ･ " ' A

氣噴射が無氣噴油になったといっても往復式の幾､.′~
を脱してゐない｡猿振動防止装置の巧妙なのが出，
来たと』4つ宝もそれは雨漏を受ばる雑巾バケツ差‘

黄金の盟に鐙へただけのことで診る。熱効奉に於

蕊蕊鰯驚蜜謡霊鱗蕊’
執してゐたからである。

こんなことを老へてゐると兎角ガスクーピンに

開する文献が眞先に目につくo近着の外誌に依る

と日本が技術的に眠つくてゐた|帥こ外國でほこれに
開する研究が蓋ぞ進み既にガスターピン時代出現、

の曙光も感ぜられる（2月號記事参照)。之は鴬、
然の趨勢でむしろこの遅かりしを不思議に思ふの

一一一･ﾛ･～←や～ニーローー竜曲一Fづ＝嘩耕弓

で-ある。われわれも鋭意研究を進むべきだと思

ぶ｡問題は鱗成糊斗の關係上どこ壷で温度を高め‐｛
得るか及び燃料をいかにすべきかどい基ことと座一
縮機に費される馬力ゐ意外に大きいことぽどで，．
これ等は今後の研究に残された問題であらう。

、

、

邑
守
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二

馬力貨物船にもタービンを主刑l篭ようとする提案
が蕊表されてゐる。

ー§方内燃機の方はヂーゼル機關の創案剛輔50.
年間に長足の發展をしたが舶用主機賊としての主
流は依然として往復式の型である。筆者はかつて
約燃賎の稽営者に''蒸氣の方は既にタービン時代
､になってゐるのに内燃機は何故いつまでも往復式
‘に喰ひついてゐるのか？'′ど零れたことがあるが

''そう一足飛には行きませんよ''といふ暹答を得
ただけである。それからでも約20年になる｡‐
元来往復式といふのは野溌な機構である。機織

學の先生の興味の對象となる以外にあまり取柄は
な．さそうである。1行程毎に大きな質量膿の潰性
を破るために多大のエネルギ声が浪費される。そ
のために叉面白くない振動も生する。機椛上1軍
位で大馬力の發揮がむづがしい｡にも拘はら緋
燃機は根氣よく往復式を守って來たo駆動が複動
になり4サイクルが2サイクルに進化し燃料の空

唾

』
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船の形〃朕（三）℃

ウ
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～

11)ブンヤ,タンプル電-ム(Flare;TumbleL

home)､

'船の断面の形欣が間のL－Kの様に上方に朝

謡溌鰯護藤麓蹴鞠
といふ。タンブルホームの量をtで示す

10)横裁面積曲線(Sebti｡nalareacurve,Pri
smaticcurve)､ 篭

船の長さ藍華雛とり縦軸に撒織面雛示し
たもの，この曲線の園む面識と之を園む矩形の面
識との比はCpを,あだへる。叉との曲線の園む面
職の重心は浮心(CentfeofBouyahby,CB)の
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〃

12）ナックル(KnnckIe)、
前側Kの如き稜角をナックルといふ。
(訂正）2月號用語解説中（21頁)乾舷表示PT~

は木材談とあるを熱帯と訂正｡木材積はLで示す

前後位置をあたへる。C､B..と船髄中央と'の距
離をLの％で表はしLcbで略記する､C･B・
力勅にあれば前方が肥えてゐるととになるOとの
曲線が基線i亡平行な部分と中'央乎行部とい角。‘
KLp) ’、

、

＆

－－－21幸一L 〆

､
『 、

へ

〆

1

酉

P

I
ゆ

F
、、

壁、

〃 一

一 一 4L、~



ー‐一壱一一一一~ーー~ー~~一一一

一

卜 ＝

一

"

一 一

二

1

ーー

一 船の科學一一

〆一

により旗重なる稔討を重ねた上，猫

特の船型を採用して，馬力の制合以

上に優速化を計り，しかも凌彼性‘・

操淵雛,共iこ優れた成績を納珍た。
叉ある船は各種装歴の全面的電化を
計り，さらに進んで交諦化をも蜜施

して，夫共優秀なる成績を蕊げて居

る｡

船舶公園による貨物船の新造開始

に際しては先づF型船.1斐を建造

し，次で本年J月に同じく野型1

隻を完成,-引繊きc型覚郷皆の建
造に全力を學げて居るも.催竪鮒臘改造
船は常に岸壁やドックを賑はして居
るが，船底を損傷した米國船の大修

理にふ優秀な技術を認められた。
今後日本經濟の立直りには造船界

も亦其の一翼を捲って急趣厳復興を

期待されて居るのであるが，営耐上と

しては,70年來の隅流である堅麓な
る技術に益々磨きをかけて，全従業

い〕の地から数百米離れた深川の新

埋立地に移し更に其後タービン部門

も隣接地に移して，夫冬第二,､第三

工場と蕊して現在に至って居る。
現在の工場は東京港の－角をなす‐

位置にあり,右に商船埠頭を抱き詮
に目下鑑工率中の治炭埠頭を控へ
叉築地魚市場にも間近く,il魏普紬皆
の入渠修理にも極めて便利であつ

：て，東京港將來の發展と共に，海運

界に對する雷工場の重要陸も益々 /加
ることが懲観されて居る。．

醤工場は鍵在錯窒6，ドック2を

､有し,軸建造能力3蔑總噸,修理
能力30萬總噸餘，叉各種圓鎚水

笹罐の製造にも多年の經験を有し，

’隣接第三工場に於ける舶用タ岸ピン
及ヂーゼルの製遥能力と相俟って楼

關關係にも其の威力を誇って居る。
終戦後混筒I|の中にあった強船界に

さきがけて，先う漁船の建造に主力

１
１

．

石川島重工業株式會就

東京の銅謹或は丸の丙遜のピルの

屋上に立って,･海の方を眺めると’・
徒歩にて＝十鋼誇の間に大型のク
ン岸ンの一群力建を唾して居るのが

見える｡此所が東京都下唯--.の大造
船所壱ある営石川島重工業,第差工
場の所海地である。蜜エ場は,嘉永

鐺譲龍欝悪睾巽理
後明溝5年には海軍の石川島修諾所
となった後を受けて，明治9年に平

蛎富二氏により我國始めての木掻的

民間識皆畔して發足し，更に明治
22年掘誇随會吐の漉渥を整へて今日

に至ったもので,其間造船遥駿部門

『

I

ｑ
１
国
〕
Ｊ
■

を注ぐ．方針を決定し,100噸型鰹鮪
漁船2隻を始めと1-/t,360.噸唖卜

画一ﾙ飴,135噸型鰹鮪漁船,鮪砥
繩漁船等16隻を相次L，で建造し

た。之等に對して(縦來の船型に忠
ひ切った改良を加へ，ガく糟試験其他

員一膣とな.り目Fの重なる悪條件を

克服し一船一船に精魂を謡くして新
日本の建設に逼進して居る。

･(K・S.）

× ×

の他起重穣,鐵瀧蒸氣タービン等
の面に於ても幾多の業績を琴げて來

たのであるが》斌業の發展と共}鋤

池も不提を來したので，昭和14年
造艦造機部門を從來の石川島e見在

鮭佃島に合併し地名は残って居な

一

‐、

，船舶圖書資料の斡旋

舟離日に開する岡識費料は極めて少数で，この
方面にたづさわる人糞･にとって中燕入手が困難で
ありますが,船舶技術協含では地方で岡害入手に
不便な方觜の爲に種箒斡旋の勢をとりたいと思い

ます。尚不要圖書の交換叉は供出も當方で受付け
て岡書要望の方の希望にそいたいと思います。岡

書希望の方及び交換叉は供出希望の方は詳細記載

の上徴協禽まで御通知下さい。。

一一一

●

4月．號‘内容

一

〃

ぜ

天皇陛下と特殊識溌耐挺。立川春亜

_我國上櫛海上交通(二〕木村俊夫
（交榊亡現われた船）、 〃

水路 測 遥 に就て．田山利三邦
造船海運界と經濟九原則の解説一

℃、

浪人の漉言 （三）ついむこじ

（鋼材と涛接鈴）
日本海蓮の求め る も の 吉 田 瀞 顯

香響測深磯の現状と能力同変吉.純一
上について（二）

船底を守る 癖慨、、宮木高明

船舶技術懇談倉（第一回）

‐海外技術文献紹介

、

口
色

今

望

希望圖書

下記の岡書お譲り下さい。

山高五郎箸．、日の丸船隊史話

A.C・ハーディー箸一・′
山下英夫課～世界の船舶，
矢崎信之著、舶用機關史話_’

一
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’
我國上代の海上交遜

淫
ｒ

そ
．
』
１

(-壷）船の考・・古學
一

｡

②
木．村俊夫 。

詞

、

侭

I

鑓 輪総
日向図西都原古壌より闘士,雨手絡は之か,中央僅飢柱穴あb

寺

●

‐

て居る。左と中央の船は器面の損じがひどいの

|原始繪壷に見る灘に埴輪の船で船罷が僅に見えるに止まるが右方の船“《
四面環海の島國に住んだ我が國の古代人が極瞳の人物が乘り込んで舷に多く．の擢があるb細部、11

1て古くより海と密接な交渉を持ち'従って極めてに居る人物は其の姿勢さへ窺はれる嫡橋健自
早くから船を操る術に長じて居た事は容易に考へ．「日本原始蒲劃四三塵,。、

｜′‐られる所である｡彼等ぱ一韻如何なる船を持ち如のである｡之と酷似した繪が大和國唐古發見‘蝿
，イ職に其れを取り扱ったであらうか,古事記や日生式土器（『日暑杓と化吏大系原始文化篇｣二臺一・

驚餓:簸難琴耀誓壽蕊/讓熱駕鰯趨漁重鶏躍
ノ、

篭雄二懸鑑彗溌鰯態喜澪鯛熟鱒琵襄三.辮鰯員
′數漆少<其ご'二非常に殿損して居るのJG其等に依つ國中河内郡堅下村高井田の識穴壁面(高燭建自『
て営時の船の－つを完全に復原じて考察すること日本原始繪謹-}第七十圖琴照）に描かｵLた識であ
も，叉造船技術や形炊の系溌或は製作年代等を全る。そこには，

、

｡面的に考察する事は極めて困難な事であるが'蕊上部に向って'右に舳錨の高いゴｼドﾗ式の
侭為遥物壁跡る畑ら鰯なく職ず灘“演患鰕麗蕊憲譽驚擁蕊、｜
依り當時の船舶界の一端を鏡ふ事にしよう。

，先っ銅鐸の文様に就いて見よう。越前國鍾井郡配せられて’一人は石錨@綱を持ち，-他の一火
大石種漆見の索_緬鐸(梅原未治｢銅鐸の研究」は擢を把って居る（「日本文化史大系原始文化
學騨ヂニ難薑霞懲諒辮雲霧舞鶴斎動。 ～

次に注目すべきは日向園極細京古城から發見さ
高橋博士の表現をかりれば－
－近景に＝崖の船が前後縦列をなして進みっムオ観に帝室博伽官に所減されて居る埴倫船でお
ある其の列依方が規則正しく，其の船の型式はるウ之は先に銅鐸･土鑛横穴壁C簔面上に彫ら

、他の燕が原姶的総謹や古斌發見jの装飾附陶器附れた原始繍謡に見たのと同じく『舳と髄とを郁々
‘着の形象ﾙ亡見る如く舳魎章‘くゴンドラ式になっ基げかつ其れが二枚に分れて居る。……雨絃にい

〃
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あり，獺豊は調業ではあるが，また古代人に相晒

しい雄大さを具へてゐる。割るのには火力を｝Mひ

たらしいQ･'

はゆる潟の膳があり（与れば岡では分らないが）
中央には帆温垂受ける穴もあり且全鰡の形は大形
の板作の船を想はじめられら』(r日本文化史大
系一原始文化制去九頁の説明文の一節)ので
ある◎．′’

h

通観
ノ･

以上見來った諸種の船の形欣を考禽､るに，御‘.“
に在っては，車材落しくは二枚程の板を接合した－
割舟と，多くの板木よりなる椎造船とある。後者‘

の例としては先に畢げた銅鐸其の他に見る所謂原一、
始繪笠に現はされた如き極めて軍純な形状をした
ものであったらう。但し今日存在して居る割舟は

非常に各所が腐朽破損してゐるので，それが芹っ～
ては原始繪謹に見る如きゴンドラ状の紬や龍を持
ってゐたか否かは分らない。原始繍謹をそら表面

に保存して居る銅鐸や土器や横穴の壁謹の時儒．
と割舟の時代とは相営年代の踊りがある事等老へ・固
ると，藷に見るゴン．ドラ状の舟と，蕊布してゐる
刺舟とは，また各餐異った系統に風する船かとも～
思はれぬ事もない。兎に角雨者の間に系統のつな
がり莚弧く認めると言ふ事は今日の所でほ不可能
であると恩上．。′、，.．．．

次に臼向國西都原發党の職濁治を模した埴輪船．
の存在を老へるに'之は叉右のものとは相當宗統
を異にずるものと言はねばならぬ｡成程此の埴輪
船は銅鐸や織穴の時代とはまた大分距りがあ葛。

簔欝鰯涯享懸難撫職
状な護達があったか，叉は其の系統に非常な差が
あったか’である。兎に角認に古墳時代に於いて

‐、

財口悪金,ﾂｰ、参旨詞&､f幸‘鳳唱塾呈シイ圭〆､差宜ﾉ〔』串か砦I『戯_－，，ェ‘、

船の遥物

繪謹叉は埴端に見る船でなく，古代人が，資際､

一一それに乗って航行した所の蜜物の舟で今日迄の所
で比較的人に良く知られて居るものの中から幾つ

＝・かを以って當時の船の遥物の一斑を次に示さうo
くつ実域縣古谷沼發見の割舟(東大理學部人類

一’學教室保存)｡長さ約四尺一市幅灼一曵尺三
寸，深さ約六寸・湖沼Iざ亡漁務用･(西村頂次

一「日可鍋聯史の曙」(n謹史と地理｣〕四ノ
淳

一う。l.

一（二）下總國佐原郊外ﾉj､見川縁發掘の割舟｡-昭和
九年正月發見（西村眞次｢先史時代及原史時
代の水上蓮鍵具」（尺類學先史學誹座六)o

，（室下總國手賀沼南岸岩井發掘の割舟｡約二十七

‐餘壗i發見(同右)，長さ二十二尺餘，幅二
尺二寸，深さ三寸，厚さ二寸。

以上の三つは關東で發見されるものム内の代
表的な型である。

咽）難波鼬川發掘の割舟｡材料楠，この材を中
央部で接合してある。長さ三十四尺七寸9幅

：号難巖擬懸患艫菱
弄

たがジおそらく今度の戦災で澆鐙したである
′c忽雪，壷迄ロ、~7秘ヱー’賎ﾝ－…、ー‐－－丁′相営の複雑な擶惹を持った胎力製作せられて居たう,｡推古天皇以前のものらしい。

唾〕難波鯰江川發掘の割舟｡大正六年發見,二らしい事は分る｡なほとの埴倫船を詳細に観察ず
つの材を接合して居るが銭苔部には鐡釘並木ろ事により，鴬時の斯る朧造船が軍に擢で漕ぐの
釘を交互に使用してゐる。長さ四十四尺四みで無く帆を張って風力をも利用して走ったらし

-吋,幅六尺二寸主分,深さ三尺二分,剖舟遇い郭分るのである。（多賀ｴ業専門學校教授）

ダ

■

0

物中最大ﾀﾞ製作は西紀五世紀頃か。．
〔六）難波夫仁發掘の刺舟。昭和六年發見，同十 木村俊夫氏の峨國上代の海上交通｣虜とか

‘摩月發掘完了，材料楠,或る部分は槙皮，く忘れ勝ちなわれわれ租先の舟に對する苦心の跡
杉等使用j飛鳥時代一一奈良時代か。が偲ばれて，船の歴史を知る好き賓料でありま

く七)難波ﾇ榊播下發掘の刺舟｡長さ二十五尺六す』本號より四度に秀け声掲載することに致しま
寸，幅中央部一尺二寸五分,深さ二尺二氷した。

底には漆喰が用ひてある。中央部で接合。（一）船の考古墨（二）文献に現はれた船
I似上の割舟を観るに概して船材は上質，頑丈で（三）航路及び港，（四）船と信仰
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小型船，中型船に對する‐・〃

經濟的な蒸汽原動機について

:講蓋

C－
L－●

亀風？
索･守

茂

、
、｡、、

I

～一÷一.排汽タービン附レシプロの考察一
F〆

西 川兼康

、

‐､
ー

戦後日本の造船界の激塞により舶用機關界も大とI(､うととが出來ます。只拾水の問題や取扱の面
、いなる縛換をうける』附勢にあり今後日本の造船が倒になる事が之迄中型船以下に封し水管礎を雄訟1
綱可になるかということは不明でありますが;､恐原因となったのでありますが，これは技術の進歩

’ら禽く中型船以下の建造に営分限られるのではないと乗組員の素質の向上により征服すべき問題であ
．かと思われます。又今後の油の見透レも』つきかねります｡次に維唾を低下する事は極めて有巍であ

ますので差営り船の燃料も石淡が大部を占めるとり奏すが,餘り経唾を低下させ琴原動齢祭き
考えられます｡從って中型船以下に對する經諏勺、.:〈なる爲自ら限度があります。．
な塞汽原動機が問題になづてくるのであります○併しﾗﾝｷﾝｻ:ｲクﾙをII}いる限りこれと同じ
ー?方現在の小，中型蒸汽船は熱力學の原理が可能温度範園にあるカルノーサイクルの熱効率とは未
とする經濟の限度に達していないのでありますOJだ多大の逵庭があります。從ってランキンサイク

、従って以下中型船以下に對して経瀞勺な蒸汽原動、ル以外のサイクルが考案されねばならないのであ～
閥をついて考察してみましょう。りまして，この目的か･ら著しい發達をしたものにF‘・

熱力學の原理から分る如く蒸汽原動機の熱効率再生サイクルと再熱サイクルがあります。再生サ．▽、

を増進するには,蒸汽雁力,蒸汽温度を高めるか，イクルは膨脹の途中の蒸汽の一部を数段に分けてnLグー

或はその繊胤を引下げなければならないのであり取出しこれによって給水加熱を行うも｡魚無限
・妻す。蒸汽始雛を高める事は使用するγイクルのに多くの蒸汽取出口を設ける極限に於てカノレノー，
温度の上限を高める黙からしそも有効であります、☆クルの熱効率に達するものであります｡再熱
が,熱効率は溌初は唾力の上昇と共に連に増加しサイクルは膨脹中の蒸汽を途中で収出してこれを

､。‘ますが同じ歩調で高睡迄増加してゆかないのであ加熱して温度を上げ次の膨脹段に返まず蓬もので
~ります。併し座力を_I二昇させる代りに過熱によつ經濟的な蒸汽原動機は何等かの形で中間加熱を用
て蒸汽始温を高めることは事狄が異っていて，乙うべきであり凌寸。而して排汽ダービ才附レシプ･、Q

の場合熱効率は原動機に入る蒸汽温度の上昇と共腫を用いるならばこの中間加熱と結びついて高座
に殆ど比例的に増加するのであります｡從って蒸特に高温が列僧な最大の効率を與え得る事は頃で’
汽温度(翻して得られる可能な經濟をおさえるのあ"ます｡それは排汽ﾀービｼ附ﾚｼブ睡逓J11v,
は，朧や原動機に用いられる材質の物理的性質のる事により大氣唾下の蒸汽の持つエネル幸一を非
みであります。現在に於てこの限度は450.9乃一常に効率よく利用~瞳るからであります。排汽夕
至500oC｣位であります。一方蒸汽唾力の溌隙上一ピン動力利用による中間加熱式に職.G6taverk
の限度は40kg/CmZ乃至50kg/cm2、である．まen．及びLindhoImenの二式をあげることが出飛
うに思われます｡かLろ高座高温を用いて離鯖霞す。後者は排汽ﾀーﾝで務慧磯を廻してその
を得る爲には今迄中型船以下に常用されていた回電力を撫塵肋に附加えないで色杢な補饒鶴睡肋し
‘罐を棄てL水管縦を胸↑jする方向する方向に進ん蒸汽の再熱に利用しておるのであります｡,前渚は
で行くぺきでありましょう。尚水識龍の方が図朧高嘩シリシダと中雌シリングの間種再熱潅行うも
まり熱睦達カミ良好である爲蒸發量が多くなり従つのであり主すが,この場合蒸汽多一ピンでコシ〆・
て鯛切型になり中型M妙'言には益塗邇當なものﾚﾂｻ壱を廻し声畷ﾘﾝグの排汽をｺﾝブﾚﾂ
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温に上げて中嘩シリ．￥あります｡從って舶用朧の燃焼装置の機械化は先
唾･ｨ現醒シリンダー，っ當分鍔鍛｡採用が精一杯であり壷せう。．
:に導かれるのでありま。鍵後に小，中型船の蒸汽原動機の經濟を改善す

一篭§の科學一
・～『鼻

サーに導き座縮して高唾高

グーの､/シーパーに入れ中唾'個墜シリンダー，づ嵩分謹滅褒の採用が蒲一杯でありませぅ。．

、排汽タベビンを通り復水器に導かれるのでありま。鐙後に小，中型船の蒸汽原動機の經濟を改善す

す。従って排汽ター菅ンとレシプロ‘とは機械的にろ問題で忘れてならないのは補賎の問題でありま

，輔謁係でありますが，排汽タービンで得られた仕す。主践C燃料消斐量が減少する程揃職に對する
‐事は再びレジプ戸に歸ず事を目標としておるので割合は増加するのであり萱す。その理由は多くの
あります。既に指摘したように原動賎の經濟に對場合主機に要求される蒸汽通が減少しても荊鵬は
して高哩郵のみに注意を排つただけでは不充分で全力或は殆ど全力で作用し屡、不注意により必要
あり-まず溌中位の出力及ﾉl､さい出力の蒸汽原動以上の負荷で蓮縛されるからであります。即ち，
機の高座側としてはレシプ露が經濟で低廻釧にな適営な設計によって補磯の所要動力を出来る港け、
りIますと蒸汽タービンが断然匿っておることから減少し，-その排汽で給水を諜熱し，出来れば篭氣
…考えても排汽グー宮ｼは倒醒部に識し澄際上最も動力を用い出来るだけ直接に多くのポンプ類を鴎
遥噴な手段でありましょう。．＝動するようにすべきであります。このような翻鮎
以上の考察の営然の結果として小，中型船に對からも掛氣タービンを用いざことば有効でぁっ

，す乙高唾過秦維が問題になって來壼す。既に述ぺて，震電機と排汽タービンとの間に流攪クラッチ‐
た如く，座力を段を高くすること･は自然に約20莚おき蒸汽タービン叉は排汽タービン軸の何れに
kg/cmZ以上は作用嘩力を上げられ砲図罐を放棄＝よつ垂も躯勁され得るような發雷機の配澄をとる、

‐させることになります。Capus･雄や乾燃室鯉ごとも可能であります。／
楠軍で比較的重量が小さいので注目すべきであり 以上は主として排汽タービン附レシプ巨に就て
ますが高座になると非常に重くなるので通常の圓經濟的な蒸汽原動機に對してなした一考察に過ぎ

垂

朧と餘り塗らないのであります｡從って水管鯛§油のであります参,中型船に對し蒸汽タービン
がよいか排汽タービン附しジブ画がよいかは俄にこれに代るべきであり．ましよう。．＝

｝そこで水管罐に就いて考え髪すとこの場合に通定め難いのであります。兎も角現住の情勢に於て

議懸麓鰯鯨蝋蔑奮鰯震蕊撫鰯鱸;霊戦ま
ると火絡子桟に大きな歪を生じ大きな火格子では緊事であると老へられるのであり-主す。
、垂，=､",…,"蕊舎瞳…‘…÷室壼,,斗｡癖腱I_嗣拙.7急あり~(九州大罰
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最上の燃焼状態を組寺する事は蜜際上困難であり
ます。この困難ぱ宝碓一カー焚を用いるど避けら

ヂダ

蚤了~。この幽謝置厩ス恨一刀.ー少と煙ﾉ1Jv，毛'←よミエw･ノン 船の話題
れるのでありますが中型以下の船で承‘トーカー焚 子

を用いる事はｺｽﾄの問題から有利でない鮎があ日本が昔から海の國であり，如何に船を尊んだ
り船の馬力に應じて迩営な燃澆方法を用うべきでかば古い文献にもあまねく現はれてゐることであ
あ艫しよう｡更に水管縦が水質に對し敏感であり，ﾌ鮒俊夫氏の峨國上代の溢正交遡の申に
ろ烏の困難や次の繼競の問題等は今日では満足すも詳しく描かれてゐる。「淨謝として轍ぴ，「
べき解決を得て語るのであILま炎石榔制一と･その強さを讃へ，唯祁天皇が伊豆國に
，ストーカー焚を問題にする場合直に考えられるて造らせたp睡野｣(かるい）:･･催に誰って賂
のは微粉淡焚でありますがこれは舶用朧に開する野｣(からい)'と呼んだ）とか，其の迅きとと飛ぶ
限りそく画發逹は鮭り期待出来そうにないのでありが如く，一微にして七浪を趣ゆといふ髄烏」と
ます。即ちた垂え滿足な粉砿乾燐有効な石淡いひ，船の速さを表現した名前がつけられ興色曇
の分布等め問題が解決されたとしても鱸用朧の限と美しき物語も徳へられて来てゐる。上代の日本
られた燃澆室で鮒鰐すると云う非常に困難な問題人が接g五ゐたとの豊かな感情を，今の日本の時
や次と云う厄介な問題が残っておるのでありまし．勢の激流の中でもわれわれは忘れずに持ちた#､も
て，特に中型船以下に對してはその採用が困難でのである。、蚤遣庁
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である。

一，進水作業iこ於て鐙木外しの爲

に大きな滑り蕊や胴突き等の道

具を持ち廻る必要がない。スパ》

ナー丁あれば間に合ふ･

二，銅板製の爲手荒らな取扱いに

も殆ど消粍する事がない｡､これ

と同様の木製組合せ鑑木は消粍

率が大きくj堅木が得難い今日
相當高償なものになる。

三，作業力蝿對確資である｡.昭和

16年以降数10隻の艦船の進水

に用いて來たがまだ一同の失敗

も無い｡水蝉験の漏水等の爲
、癖kが赤錆びになる事がある

が，そんな場合でも傾肋ほ確賀

・である。

四，建造途中に於ても必要な場合
は簡軍に取外しが出來るから作

業上便利である。
五，操作力輔単で且つ確資である

爲作雑間と作業人員の節約が
出來る。B型等のキール盤木外

し1同の所要時間ぼ5～5分程

・度である。。

以上の如く經濟的に見ても有利であ

るばかりでなく，その確箪性の篤に
得られる安心感は何物にも換え難い‐

ものがある。一

使用王の注意を-通り述べてみる｡．
－，接鯛面には油を塗っておく。

相當早い時期に入れ換えてお1‘、

ても差支へない。．
、ア

二,､ナットを戻す時は二人で同嶬

・に戻すようにし，必ずナットを、

取外さないように注意する。ナ

ットを戻しても必ずしも盤布は
下らなL1からその時は中ハシマ

ーで輕く下の矢鐙泳を叩いで÷
・る。そうすると物凄い勢で蕊木

・が下るからオッリ､が完全に外さ

れてあると雨側にハジケて飛び

出-3-危嶮がある。

三，この組合せ盤木と船底との間
には薄いものでも良いが一・枚の

板を挿入しておく事が必要でfち

|’

進水fi讓の盤木外しを簡易なら.し

める爲に從來いろいろな方法が採ら

れてきた。こ上に紹介する鋼製組合

せ盤禾もその一つで,浦賀趣師に
於ては既に昭和16年以来この方法

を用いてきたb機會ある毎に同業者

にもその利便なる職を諭､て使用方
をおす坐めじてきたのであるが,､未
趨也吐に於て使用された例を聞いて
ゐない。

構造は別劉に示すように45度の

傾斡面で組合せられた3箇のブロッ
クを2本のボルトで締付けた丈けの

至極簡軍なものである｡･製作上の注
意としては接鯛面をグラインダーで

可調に佳上る位いのもので，別に何
も難しい黙はない。

伽』上の利熱を列學ずれI蕊の通り
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ズェ一読ンの大西洋横断客船 、

一

夕

、

田 ．宮冥

糧負リネン類，銀器，陶器等を格納する倉庫

、

〆

通46年9月9日スエーデンで建造された最大極艮，リ不シ湖，丞示，F1”蒔寺忽二橋iH'”・昼嘩

の客船がユタフェルヶン造船所で進水したo>は籏篝として溌用的で，特に糧食には冷蔵，冷凍、
この船はスェーデシーアメリカ航路に就役す‘室があり最小a佃に仕切ら､れ，保存温度の異る各

ろ。全長5249R8V8!嘘幅69沢，滿載吃水，種食品に迩應する。諸所のパー，凡ての配膳室"~

菫維堂壱蕊職繍蕊劉鰄磯臘製蘂霊｡鑓鮮皐茱誹蝿立の．
〃｜總噸数''000である。上部雄造物までモダンな流公室には愼重な注意を桃って居る。各級の全公

線形を採用'ﾉ船首ぱ傾斜し柔かな圓孤状をして居室は上甲板にあり，味ひある装飾を施したラウン
ウ，船尾は巡洋艦型で長息突出してゐる｡マストジ,酒場つきの喫煙室,読書室及ベランダカブエ．
ほ一本である。、、謎、が配置される。運動室，水泳プール,ロシア風呂，

/

船形決定に際しては典府の試瞼水槽で模型試験理髪塞映嘉室，質店'事務室郵便局,電信局
を毎ひ,鐙揺試騎も行ってビﾙヂｷー ﾙの影響を．も乘客の氣に合金様なってゐる。叉庚くて設備の
見出した。．行届いた病氣に は，病室，手術室，診察室を術へ、

華

，本船は古イド船級協會の最高級に建造され,スろ｡ラウンジ,食堂其他公室の配置と装飾に坪
エーデン及國際諸規則に従ひ，氷中航海のため弧の計謡はスエーデンわ多数の指導的建築家から求
化されて居り,＃襟接を庇く使用してある。められた｡本船の蕊術的装飾には最大重黙がおか
滿載時識速力'9節でゴーﾃﾝブﾙｸと＝ユれ,-船主は多くの著名な秀ｴーヂﾝの美術家に依、

一ヨークを結汲土I雁の夕方出發すると8日の航頼Iﾆﾉて零謹や装飾認毒木細工を製作した。
梅で月曜早朝に悠鑓と到着する。甲板を出来うだけ乘客の娯楽快適のなめとって'
載貨重量は燃料の堂に‘よって2500～3000噸でおく爲に6個の鮒口は4個まで甲板と同一平面

ある。6個の船艫にほ庚大な龍口と效奉良い荷彼一にし，普通の高い縁材を省いた。前部の2個の鯖i
設備とを術へ,一般稜荷及び速達荷物の蓮逢を容′口は鋼製鯖口蓋を有する。
易にしてゐるoデリツクは5噸のもの各舷口に2船室は客室,船員室共凡て海に面して設けられ，

｜｜蕊宛計'2蕊ある｡蹄凍肉,魚,果物其他腐敗しヶごﾝｸﾗｽは一人叉は二人識屋,スタンダード
易い荷物に對して第4舶内に約21,000ft3の冷クラスは大部分二人部屋で若二Fの三人及四人部屋

藏室があり，3個の別掩の睡劃に仕切られてゐ，がある｡船室には焚用を惜雀歩薪しぃ賞用的考奉

鬘識雪讓撫鐡;6鱗鱒｡裁荷蓬施し'例へぼケ直ﾝｸﾗ…糊憾'開くと富然に職灯し,!|肩子棚がガﾗｽで隅奄まで光力鏥渡
於客設備は，ケピンクラスとスタンダードクラーる。叉湯檎とシャワーには温，浴，海水，清水が

丞の二級で,各級に一室宛，二室の食堂は同じ甲出る。造船師では6個の費物大の椣型室を作り；
板にあり，互に連縦してゐる。食堂の隅を蚤で設疫塞，敷物，照明，水道湯槽等細部まで完全に‘
術の良く出来た厨房から給仕が行ばれ,配膳壷怖くつけた。・

‘‘総麓騨際鮮三雲娯鑿
COldbuffet,生鮮果菜室,製パン窒,製菓壷
獣肉室,皿洗場等が厨房に近接してゐる｡‐

一的28－－

1
1罰，．、

少

、p
グ

グ
グ

。辺 ＝ 込 一 一 宇 一 一一一一＝一一

一

、

8

ノ

ロ

b

I

■ロ

〆

可

○の



ロ
鈩

〆 虚

心

、6

－

、‐タ

､一

一海外論抄一

boat.で必要ならI鑓P座に降すことが出来る。大、
型救命艇は何れも電動ウインチで一人と豆で揚卸出來
る｡

航梅用具な塙喜級で，ヂヤイ直コンパス，言謬′
測深鶴-サルログ,方向探知賎,ラヂオ,無線電話j、－
を含み更にレーダー，ローラン（遠距離航海器）‐、
を設備する。

描僅機關は2基のユタフエルケシ8索職含衝
＝

程軍跡一卜字頭ヂーゼルで各登i本の摘鱈隷諭
に直結し，110．回稗で合計1460011r･を田す。

之はスエーデ亥で作られた最謹力機關で，氣涛

の径､･760mm,-行程1300rmnである。
、

補釜として5蕊の戦助4両程ヂーゼ｛し謝ﾐ診､り．，
内3墓は6剰笥,.2蕊は3莱稀寺で，前者は360,

後者は100HPを婆生するO･,、、

申板撰俄は電助で捨場観'2事の､5噸揚貨窪
揚錨機，及電動水唾式操舵磯から域る℃⑳ .、

賀物及糧食の冷蔵室冷凍室に鍵溌弍フレオン冷
凍織営設置さ#',,冷蔵腫劃の温度潔度は遠隔指示
器で指示される。

‘非常用照明のための40kw發電機を鰻団する、
*謡Uなヂーゼル樹荊は遊歩甲板に据付けら湿る｡
暖房設術常用燃料庫加熱コイル,消火装置等

の蒸汽底2個の燃油ボイラから蝿合されき。そ峰

、
I｡

～

6

リq■

のクラスに設けられごゐる。擬難器，高謹電話及
船内電話も各所に備付けられ，碇泊中は4豪の電

話が陸上電話に連絡する。

奴薬用ラヂオ受信室は，､擴蕊器を，乘客に對し

ては曝露甲板の食堂，ラウンジに，船員に封して

は集會室に設備してゐる。この擴蕊器は有事の際

選熟の用に供せられろ｡．』。
族客定員はケビンクラスー50名，ズクンダード

クラス3通名計364名，船員は約150名である｡

船員設備も到れり素せりである。.上細皆員は一
一ミ

人室，下級船員も一人叉は二人室で，凡て明るく

ゆったりした海に面した部屋で,､魅力ある設備が‐

してある。食堂4室の他に5室の娯樂室が船員
のためにあり，内1室は女子船員用である。便所

浴室及濡れた衣類を乾かす室がある。

上級船員室は蒸汽放熱器で暖房し，他の船内全一
居住塵は室氣調節装置で暖房換氣を行ふ。．
．防火装置として防火N誰謹･耐火材料とは別に

CO2方式による消火装置を鯰内に設け,.全居住唾・
には完全なスプリンクラー装置を傭へて如何なる、
火災rさも消火出来ろ。特設消防署にはガスマスク
等の備品，泡沫滴火器及援開室を泡沫で掩主鏡の
コメッf噴射装置を術へてゐる。

′上部購造物，煙突，操舵室及航海鰡蔬サンデ

1

ツキ及端艇甲板上の甲板室に廣く輕金馬を使用凸づ

し,救命艇も8隻中6隻まで輕金風梨である。
致命艇は特許ダ厚ツトで揚卸され,4隻は手働ブ

鱸緬積は各奄390雌蒸汽睡力1091bs/ix浄で
ある。別に傳謝菌稜200ft2,煙力:1001byixf@
塵氣ガスポイラが設けられる。蒸化器は毎日独

一
口

救命艇

’4隻は防水モーターで推進する。噸の能力がある。‐
の内2堰は操縦容易な所謂Emergen" 【嘉眞は船臺にiごエ事IIIID本船）

画プ､こう， I
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3．蔓蕊壁詮は合計3,000辮頓以内とする。

4．建造適絡遥諾所及建造可能隻數を下記の様に決め

る。
弾

5．これらの各遥船所は船主と迩名で臨時船舶管理注

による船舶製造所許可申請書を2月末日迄に端蓮總

局 宛 提 出 す る 。 － ，

6．總局は5項の申請書類を繊討潅査の上，本計謹を

決定し蓮合軍總司令部に申請手綾をとる。

ふぐ

國 内 ニーユース
、

守

定期用船制へ愈々發足
：‐

錘てから懸案の海蓮民誉移管の第一歩で鐙jろ定期用飴

認塞-の遁轌は,昨桑9月以來4ケ月の検討の結果漸
貞具羅鐸について承認力摂られたのr,隼ツダ書政令飴

舶逵統管理令が去る1月26日公布,2罫5日施行さ

払定襲用蹄制度への切替ほ来る4月鼻1窪罰鏡し一齊蜜

雄られることになった｡,賠主側でぽ目予f凌入態勢を鑿
へ男這萬全を期してゐる。

今同の政令の要旨は,官鹿地五鐸埋騨畠所有する船
雛及民間所輔翻艦法令に差あら"た艤鎌用逢(救難；
逵鴻曳撫豹腫使用をんとする時ほ報告識Lぱ自由に
諏拙乗る｡叉漁船も報告詞乱ぼ自由に蓮航出來る｡總
噸数'00噸以上の鋼錯で特殊用途使用以外の艦舶,主と
むて貨職錨,菱ﾝカー等については購舶臓者は船舶蓮
奮會と定期用繼徽詮鱸しなければならない｡但b鐡
還輪差諾,錘合國軍提供船舶等ほ從繩り,國家使用が
諺寵される｡"以上の用諾契約の條件及開船料は新たに設
け亀れだ期間用錯料審議食に諮問して決定する弓ことにな
って秘る｡1
現在鐡還騒邊船及迩合図軍提供船舶は48隻,167,000

顎,定襲用鵬切替對象賠頗砿561隻,.1,198PO0噸報
告まれぽ自由に運航出來認晋舶は，政騒所有符殊使用鋸
Z兇9g,127,p00",民間特殊使用船300隻,B;000
鴫漁賠は377隻,138j000噸である。
筒定期用譜制への切替に軸贈主側では稼動率の向上

と經費節約建期心ご居り,毒動奉現在翻身”％を'年
後に'は鯉‘%以域こ'戴光fj零亀のと灘想してゐる。

／

解撒材利用の小型蜀諮建造計壷要領

＝

笠２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

函,館船渠

波止漬船渠

石川島重工

川南涌崎

名古屋造船

尼崎大阪

新潟鐡工

瓜崎泉州

水野造船桑

占部造船

水野陵烏

山西遥船

山領造'船

三菱七尾

名村迭船

三保迩船
－0

昭和造船

学品簿船
日立向島

笠戸船喋

袋２
１
２
２
２
．
２
２
１
２
２

東北舗渠

三.菱下闘

日銅清水

佐野安紛蕊

･日本海船渠
蝿山船渠

浪速船渠

三光祁戸

熊谷中国

松浦造船

笠
、
・

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１

〆

I
■

戸

船舶技術懇識酋
＝

今同運燕省關係の技術者が，技術の進歩向上と親睦を
兼ね船舶技術懇談會を毎週5雛することになった。海外一■

の技術研究や資料を輪講で研究討論し，日本の技術向上
にとってよき参考となるものと思はれる。若い人盈の研
究努力がや津て跡の造船技術を溌展の方向に導くため
にも今後この種の催しが盛大に行ほれる様になることをし

顛待してゐる。筒この輪講の要約を「艦の科學」にて紹
介することになってゐる。

A

ー

｢二月菌｣ヘの期涛
唾’聡籾両旺｡〃莞,"UjOuO.噸である。

現在船主錨會の撫蕊をなしてゐる工務委員會は,瀧
筒定期用譜制への切替に軸贈主側では稼動率の向上．砥の惑蟻術關係主臓者の定例會議として重要な役割を、
と繊蝋…函｡鋤率…霜…薑薙;鶏濯駕k競鱸霞葦蛎後にIは鯉‘%以域こ'戴光fj零亀のと灘想してゐる。

／

解撒材利用の小型蜀諮建造計壷要領 り毎週之等若い工務關係技術者達の會合を開いて,､工務
委員會の下部組識の形と．なって活動することに芝った。

撫野鑪鑿鱗駕耀雲曇噌ゞ ‘・噸飢……城‘｡…。
今

種その塞領が通知せられた｡證鯛所と職と｡結合によ ､atcherBoat契約成立

って申請せられたものから,適営に審査の上約釦難昨年加月引渡しを絡へた第1同の2隻に次いで，
度の建鑑を決定し許可を受げると.とになってゐる＠鯛2同のクルウエー向CatcherBoat-(530GT)6隻、
建鎧要領ほ滞己の鋤である。‐・がa凋鯉日契約成立した｡今同の塞豊遙船所は播磨簿
1．趣造艦種は油槽船及侭物鯉し油槽譜を主とする鶴樹立櫻島鋤,噸船蕊各2隻と決定してゐる｡各
畷綴鍵翔櫛縦含むぅ・
盤獅娠溺撫鶴雌し準嘱望に鰄鑿撫蕊識手に…，輪'･鳳鎮に総ロzｰ
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タービン‘5,000馬力
巡航13甑，最大14.67節
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率
華
鋤

P

油糖船騨都丸完成、
字・

戦災を受けて長い間蝿蹄i)t態にあった飯野晦蓮の油槽

船勝邦丸ほ去る

撰鰯鰯轆灘醗
句

T燕が完成し， 菖尚勝邦丸にづ峰いて駿標船TL型等の購舶〔下表〕が

た 。貨物船から 木 來 の 油 槽 船 に 改造工事が資施せられづLあ．

．。．、勝邦丸主要要目る。

長491.21次現在油糟艦の中で主なるもの7隻にういての-覧表ほ、

幅、66.91次下表の通りであるが,戦後建造許可せられた油槽譜陸子．賭』
溌39.40次/種ﾗLを含め7隻,,27,250織頓である｡
吃水31.06沢′

総噸數10,045噸

油・糟船一覧表

９
〃

(saJAPa)|さん賊f丸'簿勝丸|:凝器3丸|忠X儲,丸
船

光X儲O丸'大X謡6丸 蝿’’
－

船 型

(船、主）
總 噸

重避噸

蜑機馬力
力

|(極蜂為,“鍜迦〕(患蜘

|蕊
L_･__I____:____－－-－－－－－－j--

TL型等船舶の油槽船改装一寶表

在來船
(三菱汽船）

7，268
11j412

．12〔13.2）
D2,626

、
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てゐた。彼は木外板上に銅板を張り，船員を集め’船長
BG ー､参、

「ビリー」ブォーズスを雇った。濠洲への旅客磁告を新．

開に掲げた。マルコポーロが1852年6月.24日に出幌
雪

した時は900人の乘客があった。68日の後にこの艦は。

メルポーンのポートフィリッフ･ヘッドに投錨したが，ど

の航淘浮間は，本航路で職高速と宣傳されてゐた補助蒸

汽機關つきのオース'､ラリア跣の李均航海日数より，ま
るまる一望週間皇かつた。マルコポーロは喜望峰をまはっ’
てリバプールへ歸港した。この時－日に353浬航走した
記録があり，300浬走った日も数日ある。ズル鎮一電/出

港後76日でマルセイユに達してゐた。

この事がら海運界がこの．｢一番醜い船」に注意を排ふ
様になった。この船がこの様に速い航海を行ったのでべ

イ,シズは餘分の賃金をとることが出來た。推進性能の良、
′

，かつたことに對ずる一つの説明は’マーシユクリークの

〃泥の中に横たはってゐる中に丁度うまい具合に船燈が塞
一れて高速が得られちといふのである｡'併乍らもしそれが夕色

事鐙とすぅれ鴫速の船を造ることは難しいことでは凌
る。、

ペインズはマルコボー易を20年間所有した後地中
海の石炭蓮邊用に寅却しだ。その後は南米からグアノを

、

趨設し,最後にはう鮒を稜んでゐたが1883年秋の大嵐
にプリ'シスエドワード島に坐礁し大破した。
マルコポーロは船首材の内面なら船尾材前面までi85

沢，船燈中央部で幅38呪艫内の深さ30'次であっ
た｡､甲板は三暦で甲板間高さは何れも8呪であった｡､g2
年間世界を遍歴して帆船の歴史を作ったのち，この「醜
い船｣:は彼女の暁‘里lの岸にその骨を休めたのである。、

己

海外ニュース

●

、〆

新じい船
●

．風塗りな飴
／〆

空

‘ｼ醜い船の話'’
0

＝

等々……一

、

世界で－番醜い舩
、

マルコポーロとい占錯はあまり奇妙な溝遥で：その船
主でさへ興々「世界で一番競い船」と少しは誇らしげに

呼んでゐた。ﾏﾙｺポー獺ブﾗﾝｽｲﾂｸで'851年
に建造されたのであるが，船首摸も溌匡煙もないのつぺ

ぢの李甲楓譜で，まるでパツギングケースにマス.ﾄが立

・ってゐるといふ形であった。この船を批難して,とても

差ることはあるまいと言ふ人もあった溌それが危く本
営になる所であった｡_といぶのは進水の噸比の船はマー

シユクリークを勢よく横切って，蕊膵の泥中に深く突込

んでしまったのである｡､潮がひく,と船は泥の上に諾腹を

〆
一

のせて傾いたま上取残され3塞豈者は之を掘出ずのに殆い船｣:は彼女の'郷且坐'の岸にその骨を休めたのである。、

ど~月かかった．’米國造船學會に和の女子會員(1946年〕～〆

やつと淫Lつた船は〕碇揃へた貨物を稜んで尭劉へ向つ
．、

た。船主はこの諾をリバプールへ向け，そこで出來る丈その名,はア￥ステイーン鯉(MissJOAnne.Steane)
早く壷挑ふつもりであった。リバプールの海運業者は船でジヤツクヘニイ氏指導の下に船内の設計に關ずる色
を黙城し,之まで見たとともない見苦し嘱船だと言放つ彩，塗料'織物其の他について仕事をやって來た人で秘．
た｡鄙逼落したらい､ことは，この船が大西洋参丁度る。インカル造船所で彼女は汽船デルノルトの船内工率
二週間躯で横断した事資である。 、を見てゐた。此庭から蹄ってすぐジュニアー愈員た選ぼ
マルコポーロほりパブ'一ﾉﾙの埠頭に錘ケ月繊になって息．れたことを告げられ起りであつだ｡彼女は1943年夫夕〆一

居たが,結局艦主はパﾗｽ､瞼を識んで米國へ蹄帆さぜｼｱｵード大學で學位を得た後シャープ氏の事務所で造
た。釆圃に到着後直ちにモーざルでこの船のために綿貨船の分野に踏出したのであった。

”

が瑛得され,之をﾘパブー 心へ35日で蓮邊した｡その
＝防汚塗料の報告

時までに船主は殆ど破産に瀕し，マルコポーロをリバプ

ールの艘具商人に賀ったが，びどぃ廉便歪あった。・・米國に於ける研究報告によると，種々 の成分の船底坊
との新しい賠主はジェームズ6ベインズに船を壷つけ‐汚塗料の海水中に於け箔バクテリヤに冒される速度は非

た.ぺｲﾝズは當噸洲との通商に輝喋を謹展せしめ‘常#差異がある｡この報告は済謬省謝IWB(theO迂i"、
－32．－／、ダ
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of｡TechnicaIServfces,D"artmentCommerce)"から

鐸されてゐて,フ.ジﾂポ,力毛船嘘虫其他悔曲の生
物が防汚塗料に及ぼす鯵竪を述べてゐる。
WI究はラツトカース大學でロパート，スターキ及ジヨ

ソシーナン雨氏が主として行ひ，研究室での迩識には，
浦添にしてペイシ,､を塗った板を海水中の硫發鶴遼元バ

クテリアの培養基として使用した。パラフィン，亜聯仁
汕，扇ルキイド，石炭酸樹脂は速やかに分解されたが，
騨素添加.．ムはその速度がおそく,halomaX,コールタ

ールピッチ；スチレン及尿素樹脂は殆ど完全に分解をう
けなかった。・

生物認的な検走法による簡易迅速な試裁によって防汚
塗料の相對的効率が示されるであらうと報告書はめべて
ゐる。貝類の一種(Mbfffo!zJs""ziSszds)ほ試數した成
分の一つで塗られてあると備曽1-3得なかった。之ほ被塗
板が清淨な時も，表面に粘液の附着した時も同溌であう
た｡塗料の鋤果は板からある距鰯鯛‘ても明らかであ
った。

試數に使用した生物のうち最も敏感だつだのは蝸牛類
の一種伽ss"ObS"ﾉe")で,防汚成分で塗覆した板か
らのごく稀薄な洗流中においても死滅した。。 －Q

FlankingとFlanking舵、

河川用語で4@Flanking''とは,急な屈曲部を通るの

－

ワ‘5-の速産を十分あ|競いと黒い煙力測る｡_之(麺力務
く墨正蒋な鐘の湿摩鯛20000F以上)_の時の溌健。
油が完全燃境をしてゐないからである。〆減ワさ謬逮塵
をあげると黒い瞳｡代りに白い煙が出てくる。

r、、

℃O雪が5.2”の時蝋澆に必要な塞氣の約3農の塞
氣が供給されてゐる。そのため雛と火御蛤され,窒氣‐‐

は十分利用されない内に煙突へ押出されてし毒ふ｡煙突’

は必要以上に熱せられ遮る効率の瓠ﾘは煙突上方の犬氣、

を熱するため使はｵiる｡･過多の筌氣のため鯉の温度力量露
常温度に達せず,完全に燃境しない油の餓子も言凡鍾から

莎

押出され火管及煙道を通って上方に逃げて行く。．

．若し白い痘片を煙鐵ﾐ烏き数分間白い煙の中に放置-3-、
ると布が許つかり油で濡れるであ.らう｡･誰イヂーの蒸發

管,過熱管,筌氣溌熱管がこの嫌にして油で被覆され‘
る。その結果塞氣鴬熱管のIf1で油が護火するおそれが多：

分に生じ,塞氣諜熱管破損の因となる。白い鯉こよる濁
失を綜合する．と大鐙次の如くなる。．
a)過多の室氣ガ鐘に押込まれ鱸が冷;と患
6〕撫きらぬ油が過量の空氣と共に雄から逃げだ、
‐ ; - 。 、 8

ノ

c)燃えきらぬ油が宗イラー管を被覆しその上ざ炭化、
’尋

・ して熱傳導を減ずる。．､へ

d)筌氣識熱器中の燃えきらぬ油は二次的燃饒を鐘し
得ろ。そして識熱管を破損する。

e)必要以上にブﾛﾜー の岬を消錐し効率を鱈下す
る。～~

f)燃料消登量を増~L,船の巡航距離を．切下げ，螺料

供給を増加せねばならなくなる。

ン、CommanaantQuere號
．－(口総箆眞参照）

島

本船の最大特徴は特別に設計された煙突で，高さも或

る程度蔭くして罐の燃澆に十分な自然邇確與烹､てある＆

毎
町

１
１
１

竜

、

Iこ，皇シヂソを交互に逆進,全進させ曳行の方向がそのロ”

屈曲にあふ様曳行を行ふ技術を言ふ。曳行を前進したま
ふで行つ､亡，藝定コースを韮皐或は左右何れか員曲がる′ ／

のを$@Steering'と言ひ前者と塵別する｡つ室り"Steer
_i"'､,の時{南套ヂﾝを止めたり趣噂させたりすること
がなt,。！‐

多数の近代的双螺旋曳船は6枚舵を有玄る。各推進器
あ直後に］枚宛，及各推進器の前方に輯功'霞雨側に對孵
』二推進器の直径より少し互に離して'枚宛置かれるので
ある｡後方にある舵は前進の際有効に働き@:Steeing''
舵として知られてゐる｡前方にある舵は逆進の時有効で
像進舵又は"Flanking'舵と呼ぼれる。

‐い・駒

‐

’

白い煙が出るのは室氣量が多過ぎるからである。煙突
から白い煙が出始あたときCO2の量を測ると約5.2%
である6王擁的にゆけば之は'4,％であるが,蔭拭のポ
”イラーでは先づ'2％以上なら良好である。よく經験す

識に鎭朽ア冷えてゐると，之に黙火しでからブ．
一一謡一・一
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藏食糧品を含めて約500睡譜駁し,エレペーターで船底

に自動車を格綱する倉庫設備も完備してゐる。船室の設

備も立派で展望室，喫煙室，舞踏室等8つの公室があ

り；何れも礎々 とした窓が装備されてゐるのが特徴であ

る。’等船室の寝臺賭諾室の壁の中に折込み絡細され
る様に出来てゐるで謹間は居間として慶々と使用するこ

とが出來る。サーモタンクによるI墜房通風が完肺してゐ

ること云ふまでもなく,鐙光灯による照明.(A.Ctl10V)
力施されてある｡Progn.dk/上には!44の特別室,豪華

〆

船室がザ帥と並んでゐる。
主磯は2韮（計70001HP),6氣錆,Skinngr_uniflow

reciproJsteamengineCanadianVickers"),罐は4

4－

，－ 鉛の科學－
一

烏

‐他に．どんな風向きや蒸癖吠態でも煙力鶚を蔽はい様に
牟

一，.L，煤題が附着しない様にするた恩煙突の頂上部に特別
の溝遥を施してある。

；報普は観光客150人の他，3.等134人，4等緒客約

700人を收容する｡更に貨物は約1,000噸3つのHdj

－に搭紋する。甲板は5層で,main,dk.及upp･dk･は
釜纒,prom.dk・は艦尾より前郷鎗まで,fboatdk.は

ー全長の約手分看ﾐﾓFの上に航砿荊蛎がある。Holdの一部
に大きな郵便室と冷藏録肋用の冷識室があり，自動車絡

納のため甲板上及dtweendk.spaceに特別配置が識営

されてゐる。荷役識噛はNo.1Holdは7tderrick2.
～－

本,No.2/Hold"5t×2*,15t×1*,No;3Hold

IZ5t×2本

W1nchiXStothert&Pitt製,SteeringGear(j:

Hastieの電動水嘩式である。PyreneC9・の施した魔範
悶な防火設飾輕合金製の－7隻の救命艇は通かr
gravitydavit.-で操作される言、

観光客誉鏑ripni・dk.とmain;k_上にあり室内
・職は･BathCabmetMakers&Armraft.rtの設鋤
率ある｡機””蕊置は新酔､型の1'lasticStyloje1
が用ひられてゐる。

､等譜室は‘4～談人哨ベッドがあり，4筆船室には船
尾の匿い部室があてぢれ,マルセーユとコルシカ間の短

，‐時間弩であるから痩臺設術はなく坐席のみである。なほ
砿ー員達の居住設肺は他に例の職､職標準が高く立派にな
ってゐる。f".．
一

ダ

ヶ
ー

Prince"orge號
↓

（口繪寓眞番照）・’〃

亜
『

－

〃

口

臺で新型Yarrow式水管雛，中3蕊には過熱器付,1

墓は飽和蒸氣を供給ずる･各罐共Howden湛睡通風式
（溌熱器付),Peacogk型油燃曉器付である。Bailey響自
動調節器,Clydesootblowerが各罐にある。
本語は殆んどカナダ製で,30人の熟練設計，製岡者が

凡そ］年牛に亘って苦心し，工事も100禽人時以上も蜜
したものである。

風愛りなFerryBoat

右頁に示す嫌なずんく．りしたFerryBoatが最近英
國リパープールに出現した｡本譜は河川航略か叉は3時
間程度の短時間航路に利洲jされるものであるd,主要要目

J
g

は 次の通り、．．
L､O.a.160'－0'′L.w.1.157'－0，，

"

Bml"(Maindk.)43-0'r 、1

Dmld.(Maindk.)13'－3"

jd"un)g-6" の

D.W.､240tV(ServiCe)11;5．kn｡

旅客定員は航路により、1,000又は2;500名である．、
遜浪甲板には完全に蔽閉されたSaloonがあり舞踏場に
用ひられる｡窓力按･くて周函の展望がよく，食堂,誤樂
設備魁完備して最新式のもの承採用されてゐる｡"憲炊室
の嗅力識れ出ない様特に注意されてゐる。本船の主嬢は
di号sel・elect面c推進で主發電磯4,補助護電磯2である．
dieselengip量は一定同鱒数で同灘し,發電機は直流霞
流謹ケ硴進用電動磯に供総し,これ力誰進器刺Iに直
結されてゐる｡正端型鰯吠態では3個を使哨し残け，
個は溌備叉は高速力を出す時に用ひられる。之等QJ
ControIは全て職喬で行はれる。

～

ジ

ウアンクーバーとアラスカ間定期鉱路貨客船で乗客’
等290人,2等24人,3等誕,陸收容し,貨物は冷′

ノ

血
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－鉛の科學一

c溶鐡織瀕と霊氣醗洗，熔鐡域の燃料からコークス銑
と木炭銑，鋳型により砂型銑と金型銑と小割銑，川途に
より製鋼用銑と鋳物用銑に分け，叉繕殊の用途の潟に成

分により低燐銑，低炭素銑，低硫低銅銑等があ．り，又原，
料鍍石による分類や鐵屑から小型-ゴークス域で造る再生・
銑等の別がある。日本金風規格による分類及び化學成分
に単位％).は右頁上表の遡りrである。
銑鐵の阪壷侭格の綴制額も表記の種別並に白銑及木炭

銑の別により定められている。、

／2．鉄鐵の用遙
Rq

銑鐵は船舶用としては主として機關の製造に使わｵLF亡

いる。推進機關及び補機原動機たる往復動汽磯や内ﾘ糊幾
のシリンダ，ピスト葱，支柱’ベッド，勢車，叉タービ

ン汽駿の汽識.更に復水器等機關の大部分は鏡鐡製であ
り，補溌のポンプ,室氣唾縮機,發電機，甲板補機等も
ー弓見して相當量の銑鐵鐘物が用いられていること.が邦
る。汽罐でも火床桟や焚口扉などに使われ，その他管の
繼手,､擁‐コック類，船尾管，更に船禮職装品の各種金
物，錨鎖のズタ．ツド等にも使われている。

ユ

、この様な鋳物は5～S剣の新しい銑鐵と4～5剣の銑
屑,鍋屑を熔して鍔型に流し込んで造られ，複雑な形状
のものも工作せら抄而も耐熱耐唾の長所がある域で魔
く使われている。併し嬢關用のものは特に懸度の高い高
級鋳物が要求せられるので，工作技術に種々 苦心があ
り，銑鐵も良質の高城洗が要求される所以である。

13.銑鐵の需給
、

．銑鐵の統制の歴史は鋼はと共に古く，戦争中は勿論そ
の2~3年前から行われた｡絵戦後鐡鋼統制規則が塵さ
れても自治的に切符による統制が行われ昭和22毎臨‘
時物資需給調整法質施以來銑鐵も指定生産賓脅として統
制さｵ唾いる｡維戦以後の船舶用銑鐵の需蕊戯,配當墨
及び現物入手鐙を示すと右頁下表の通りである。

万

銑鐵の需語は他の指定生産資材と同様毎期船舶職鐵
の全需要逓を海運總局が取誕めで，經濟安定本部に提出
し鰈安定本部は他部門の需要と共に橡討して，部門別配
當量を定め'G.H.Q.の承認を得て毎期開始以前に各
部門の所管官腫に通知する｡各官晦は之を割営韮準に從、

って需要者別に割営で,･切符を鐘行して需要者に渡亨3~と．
需要者は之を問屋に提示して註文する。認吻の荷渡は商
鑪で毎月10'日又はﾕ5日に於ける問屋④切符保有睡
数を調べ，それに基いて次月の銑鐵メーカー別，問屋別震
,鋤賜りの出荷量を定めて轍遥計謹を立て,之によつｾ問
屋はメーカーと契約じて次の月の出荷量が定め．られる。

（38頁につ普く〕

～

銑鐵、の事情‘＝
一

安藤．英．二

銑鐵は製鋼原料として重要であるのは云う迄もない
銑』

が，銑鐵露物用として磯城工業を始め各種産業に重要な
いる‘

‐織りを閏でいることも周知のことである｡鋼材を銅艦の／

-鱒謡鰯灘鱸裟獣灘:蚤
協舗用として窒鐙秒云うと造る船の錘や敷量にもよ々o－－Q見

､皇鰯篭畷蟄繍駕撫難夫．－
遂に譲ること聖して以下卿逗総遮審鵬郷柵霧壹
の需給等について述べる。

ー〆こ
〆■

屑，1
1．・銑鐵の種類、．，▲ ″〃 のも

錐鐵は熔鍍城で鐡鍍石を還元じて製造ゼこられ,炭素や＝く使
・珪素を始め各種の元素を含んでいる。炭素は普通2.5今′級鋳
4.5影含む。．一般に質は脆く鍛錬することは出来ぬが鐵ユリ，；

亨類中熔麗撚低く流動陸に富んでいるので塞造に適し筵い

る。銑鐵の中で珪素を1～5％含み，炭素が黒鍜伏に進
、離していて,そ:の破面力類色のものを鼠銑といい,鐙も‐銑

雲鑑に適しているので舞識とも燕せられ,俗にヅｸ澪の2
われ喝a､る｡'結晶が犬きくきめ力翻く質は軟弱であるがれて
熔げ易く鋳型に流し込むと複雑な形状の鋳物も出來るの時物

で機械類等の製作上最も厳く使わｵすこいる5鍵物の原料制さ
－．となるこの銑鐡は所謂なまこ型でメーカーによって形は及び

異るが1個の壷量は30~35庇,叉18庇位のものも塗銑
る 。＝の全

銑鐡の種獄は種々 の姻黙から分類できるが，一般に前〃し罷
述の破面の色で鼠銑,斑雛,,白銑と分類され,白銑は餓一宙』

0、‘8％以下の珪素を含魏,炭素が黒鉛状に迩雛せず殆ど部間
全部化合炭素となり;破面が白色を呈し,結晶が密で震って
，幟脆叩§,'基だ硬くて普通の鋳物には適せう熱鐵の製造需要
に用いられる｡鼠銑と白鋺の中園に位する斑銑は黒鉛と錨
化合淡素とが略同じ剣合になっていて,之は糊蝉硬さ愛を
を必要とずる鍵物等に用いられる｡從來は鼠銑を破面の～鋤
恢態で’銃か魁4號迄級別していたが,現今はｲ蝉或屋は
分によって級別し､ている。製造法から分けると滴鰹洗・

も
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g･Z"以上|7･2.0以下7:00皿上

3．20以上’7．60以下｜が00.皿上
320以上’2．00以下｜”00以上

前谷号の規格に適合.しをい．もの
形誠及び成分の不前めも.の

3‘20以上｜ノ.5p以二Fr万魂ﾛ双王
3．”以上’7'80以下｜ひ．60以上
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高
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1

2号3．50以上'2.00~3．00
3号3．30以上'750～暑･00
号外前各号の規格に適合し迂
扁銑形状及び成分の不揃の､も

時別3．70以上2．00へ《3．00

1号．3．30以上Z･00～3．00

2号津3．00以上2．00~3．00
3号3．00以上7．50～3．00

号外前谷号の規格に適合し在
荒銑形欺及び成分の不揃のも

汚~亨63．20以上'2亀50以下
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入手量に

2.配當量の

信’
手量は，輸出船用や特

蕊蕊臺鶴
は捕鯨船隊修理用等
件の銑鉄約明00麺が
だごと’二壷葱。

出船用や特配牙を含まず、一殿配當分に対爽適も

睾臺笑蕊緬諜需昊掌謹呈蕊幾鵠
問屋より徴した報告資料による。
隊修理用等特定の配當分とす。
約明00睡が船舶部門に配當也らｵしだから認計約55．
壷患。。

需要量及王昼捌入手量は・
のみである、20年度の
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「メーカー」一覧表供五）舶用無線通信關係“序不同）
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’會 牡 名 所＝ 在 地

安立．．寵氣（紗紛

沖電感一一氣（銅
C鋤 川 西 機械製作所
國際電氣．通信q菊

ウロコ.無線電穰蝋‘
東・京無線電機（移絢
東洋邇信壌（淵･

甘本無糾㈱
日本霊.子工業(掬
大‐洋無線〔槽，
船舶無線電信電話C鯛．
北 上無 ・線鰯p･

・日電工業（鯛伊
旭．電氣・工業C味）
日 本‘電氣鯲｡

-日産無諜'電氣(掬
鰯･日立製作所

三菱電機噸

共一同無線電麺C銅
_東京，芝捕電機（樹，

，(株)･舞本電嬢製作所
早JII電擬工業(掬
松派"電器産業c株〕

幾零壼鮮嬢零瀞

東京都港唾聯布富士見町39、

東京都港腫芝高濱町'0
兵庫縣明石郡大久保西脇“京都千代田麗丸ﾉ内丸ビル7蝉
東京都北多摩郡狛江村大字和泉150煉京都千代田瞳永田町2のD
函館市末旗町(東京都中央厩日本橋箱崎町2の4石井方〕
東京都大田腫不丸子313

'騨鑿鑿蕊鍵灘熱患篝r…‘蝿，
東京都澁谷腫元磁尾町19
東京都千代田睡有樂町1“3.電氣倶樂部内

、

宮城縣石巻市爾脇町字山岸'9
仙臺市長町字山根街道南474
織濱市西厘平沼町2の47、
川崎市下沼郡玉川向1753C侭京都港腫芝三田四國町2)

､繍鮒騨蝶棚…‘
鱗:鰯鱸拶鍔，酔薫謝汗代鬮腫丸'"‘雷ﾙ師
川崎市堀川町72（兵庫縣武庫郡本山北畠）一

||鱸撫雛息:5“
大阪耐上河内郡門園町αﾐ京都品川随大うil坂下町2717)･
紳戸市生田腫東川崎町1’の･14燭

･繊漬市穐見直生麥町1234‘
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切符の有敷期間は4ケ月であるが,第1月は問屋に提
示されて出荷計鐙が立てられ出荷は第2月から節4月
の3ケ月であり,･第3月の所定期限迄に提示されない

最高は昭和17．年の約“0翻迩で，終戦後は21.年度

15蔑睡，22年度29欝睡，23年庇は81萬睡と推定
される。

P

〆

’
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．5．今護の見透

鍛銑殊に高鍾銑の生窪澄は前述の通り維職後は年々倍

加以上の賞績を示している｡明24年度に於てほ更に數
塞の熔鍍蛾が新に稼働せられる諜定で，高燃銑170蔑睡
電氣斌銑8寓睡,木炭銑再生銑5萬睡,織入銑13萬
睡，計’96蔑睡の生壷が計霊せられ，之に4萬睡の故
銑を活開して,製鋼ﾊ1153蔑睡,鋳物用､47萬睡の需要
に振向けられる計謹と云われているので，船舶用の配常．
量も相當の墹鐙が期待せられるが，一方船舶建造通も飛
躍的に輔加するである･5から,需要に對し陶7こ充分配営せ
られる域には窪し得ないこと上思われる｡従って以前か
ら研究課題とされている銑鐵鑑物の鋳鋼代替や,鋼材熔
接架織への聴換等ほ今後益を考究されるべきであって，
技術面,經識面に相欝困難はあるが，蕊に銑鐡の創約か
らのみでな･く,船舶に於載要要素である重鋤鍼め鮎
で早急に採り土げて解決-)-べき問題と老へられるも

q…局賓材部〕

切符の現物化侭殆ど見込がなくなる。メーカーとの契約

雲:鰯朧蹴麓焼餅蕊鰯篭
壽日も早く鵬に提示する必要のある所以である。
電氣燃銑メーカムは四-I-餘工場あるが，高嘘銑メーカ
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Ｉ一は日本製鞍のﾂ鞠,輪西,釜石の三製鐵所と日本鋼管られ
の川崎製鐵所とで八幡は公認日達500漣，700睡各1基ら研

350"2",緬珂は225"23E,釜蒋は600."1基撰架
川崎は600睡1韮合計8基の勝雛斌が蹴勤していて，技術

現在は日産2,660睦の計悪であって,昨年12月の生謹〃らの
溺費は上の邇である。（學位函、で早
高鱈銑の生産燈は昭和3～7年は年間100禽睡内外，今
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‐編集‘父記技術というものはたえず生長し,蕊迄するものであ
，ろ。所力鞍際はどうであろう、多くの技術面にたつさわっている人妬は,現
在の技術をさえ身につけ得ずに，日常の些細鞭に如何に多くの時間を擬して
悩んでいることか知れない操であゐ。若い技術者達は今後の日本の技術醤如
何にし＃て如何承る方向に指導發展ぜしめるかをよく考えてゆかねばならな
い。普通の考えでは到底日本をエ業國として他に負けないものに仕上げるこ
ビは曲來ないと思われる。技術や知識ばどしどし公開して互いに批到し，改

善し害ゆき,翻競の發表や討瞳ももっと自由に活發にすべきであろうと思
う。あゑりにも引込み思案な造船技術界を若い人稀の力でもつと活發にして
ゆく擁そして船の科學の紙上を大いに賑わして賞いたいと願っている.。
今回迩総省内の船舶技術懇談雷の開雛も誠に有意義で，之を契機に，造船

所の技術陣，海運會鮭の技術陣等が互ひに相寄って，日本の造船海遜の技術
向上に努力せら緬二いと期待している。白本の復興の重要な役割をになって
いることを誰もが承知して居り，誰もが同擁に海遜の復興を願っているので
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